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平
安
初
期
に
お
け
る
征
夷
の
終
焉
と
蝦
夷
支
配
の
変
質
熊
谷
公
男
は
じ
め
に
弘
仁
二
年
（八
一
一
）
、
爾
一座
体
・
幤
伊
二
村
の
征
夷
を
終
え
た
征
実
大
将
軍
文
室
綿
麻
呂
は
、
そ
の
上
奏
の
中
で
こ
れ
ま
で
蝦
実
と
の
武
力
抗
争
を
振
り
返
つ
て
「自
=
宝
亀
五
年
、一
至
=
于
当
年
:
惣
卅
八
歳
、
辺
寇
展
動
、
書
口
無
レ
絶
。
丁
壮
老
弱
、
或
疲
=
於
征
成
一
或
倦
=
於
転
運
一。
百
姓
窮
弊
、
未
レ
得
=
休
息
一
」
（「日
本
後
紀
」
同
年
閏
十
二
月
辛
丑
条
）
と
総
括
し
て
い
る
。
宝
亀
五
年
（七
七
四
）
か
ら
こ
の
年
に
い
た
る
三
十
八
年
も
の
長
き
に
わ
た
る
中
央
政
府
と
蝦
実
と
の
戦
争
は
、
蝦
実
社
会
に
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
直
接
間
接
に
戦
争
に
か
か
わ
っ
た
東
北
・
東
国
な
ど
の
広
範
な
地
域
社
会
に
も
き
わ
め
て
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
弘
仁
二
年
の
征
夷
は
、
結
局
、
史
上
最
後
の
も
の
と
な
る
が
、
そ
の
六
年
前
、
恒
武
朝
の
晩
年
に
あ
た
る
延
暦
二
十
四
年
（八
〇
五
）
十
二
月
、
殿
上
で
参
議
藤
原
結
嗣
と
同
管
野
真
道
が
天
下
の
徳
政
を
相
論
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
結
嗣
が
「方
今
天
下
所
レ
苦
、
軍
事
与
=
造
作
一
也
。
停
=
此
両
事
:
百
姓
安
之
」と
主
張
し
た
の
に
対
し
、真
道
は
異
議
を
と
な
え
て
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
が
、
結
局
、
恒
武
天
皇
は
結
嗣
の
意
見
を
採
用
し
、
こ
れ
ま
で
天
皇
自
身
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た
軍
事
（lI
征
実
）
と
造
作
（l-
造
都
）
の
中
止
を
決
断
す
る
（「日
本
後
紀
」
同
年
十
二
月
壬
責
条
）
。
さ
し
も
の
専
制
君
主
恒
武
も
、
天
下
の
民
衆
の
疲
弊
の
現
実
を
認
め
、
緒
嗣
の
主
張
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
弘
仁
二
年
の
征
夷
は
こ
の
恒
武
天
皇
の
決
定
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
征
討
軍
は
恒
武
朝
の
場
合
と
異
な
っ
て
東
国
の
兵
力
に
ま
っ
た
く
依
存
せ
ず
、
陸
奥
出
羽
の
二
万
余
の
兵
力
の
み
で
ぉ
こ
な
わ
れ
、
し
か
も
実
際
に
戦
果
を
あ
げ
た
の
は
中
央
政
府
側
に
つ
い
た
俘
囚
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
も
は
や
膨
大
な
兵
力
と
物
資
を
っ
ぎ
込
ん
で
組
織
的
に
お
こ
な
っ
た
恒
武
朝
の
征
実
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
奈
良
時
代
末
期
以
来
の
慢
性
的
な
戦
争
状
態
は
地
域
社
会
を
疲
弊
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
国
家
財
政
の
窮
乏
を
ま
ね
き
、
つ
い
に
は
蝦
夷
支
配
の
あ
り
方
に
も
重
大
な
転
換
を
せ
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
央
政
府
の
主
体
的
な
征
夷
が
文
室
編
麻
呂
の
征
討
を
最
後
と
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
過
か
ら
み
て
、
従
来
演
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
中
央
政
府
の
支
配
領
域
が
飛
E
用
的
に
広
が
り
、
安
定
的
に
蝦
実
支
配
が
お
こ
な
え
る
段
階
に
達
し
た
か
ら
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
よ
る
の
で
は
必
ず
し
も
な
く
、
む
し
ろ
長
期
に
わ
た
平
安
初
期
に
お
け
る
征
夷
の
終
器
と
類
実
支
配
の
変
質
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一Se
と
最
実
支
配
の
変
-9
る
環
夷
と
の
戦
争
状
態
に
も
と
づ
く
国
家
財
政
の
窮
乏
、
民
衆
の
疲
弊
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
の
側
が
従
来
の
蝦
夷
支
配
方
式
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
た
ち
い
た
っ
た
こ
と
の
方
に
主
因
が
あ
る
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
中
央
政
府
は
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
征
討
に
よ
っ
て
新
た
に
支
配
下
に
入
つ
た
北
上
川
中
流
域
の
支
配
体
制
を
十
分
に
確
立
し
え
な
い
ま
ま
、
と
く
に
恒
武
朝
末
期
か
ら
一隆
一
般
一
朝
に
か
け
て
、
疲
弊
し
た
・
民
衆
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
一
連
の
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
律
令
国
家
の
蝦
夷
支
配
は
、
桓
武
朝
に
お
け
る
征
夷
中
止
の
決
定
に
よ
っ
て
新
た
な
歴
史
的
段
階
に
入
つ
た
と
い
う
べ
き
で
、
こ
れ
以
降
は
従
来
と
は
大
幅
に
異
な
る
条
件
の
も
と
で
、
新
た
に
支
配
領
域
に
取
り
込
ん
だ
地
域
の
蝦
夷
支
配
を
お
こ
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
征
夷
の
終
焉
を
蝦
夷
間
題
の
解
決
と
み
る
の
は
誤
り
で
、
環
夷
支
配
方
式
の
転
換
点
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
恒
武
朝
末
年
に
お
け
る
徳
政
相
論
と
そ
れ
に
と
も
な
う
征
実
の
中
止
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
歴
史
的
意
義
の
考
察
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
ま
ず
征
実
を
終
一篇
に
導
い
た
要
因
と
し
て
、
北
上
川
中
流
域
の
蝦
実
集
団
（山
道
蝦
実
）
の
成
長
と
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
移
民
政
策
の
破
綻
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
、
っ
い
で
桓
武
朝
末
期
の
征
夷
中
止
の
決
定
が
以
後
の
律
令
国
家
の
蝦
夷
政
策
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
を
具
体
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
一
、
北
上
川
中
流
域
に
お
け
る
環
実
集
団
の
成
長
1
、
海
道
環
真
と
山
道
環
実
三
十
八
年
戦
争
の
発
端
と
な
る
の
は
、
宝
亀
五
年
（七
七
四
）
七
月
に
海
道
蝦
夷
が
桃
生
城
を
襲
い
、
そ
の
西
郭
を
や
ぶ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
陸
奥
側
の
蝦
夷
は
は
や
く
か
ら
海
道
蝦
夷
と
山
道
蝦
実
に
二
分
さ
れ
て
律
令
国
家
に
把
握
さ
れ
て
い
る
一M
）
、
海
道
蝦
実
と
は
、
天
平
宝
字
四
年
（七
六
〇
）
に
造
営
さ
れ
た
桃
生
城
が
海
道
最
実
へ
の
備
え
と
い
う
性
格
を
も
つ
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
桃
生
郡
付
近
を
中
心
と
し
た
北
上
川
下
流
域
か
ら
本
吉
・
気
仙
方
面
の
海
岸
部
に
か
け
て
居
住
し
て
い
た
蝦
夷
集
団
の
総
称
と
思
わ
れ
、
一
方
、
山
道
最
夷
は
、
神
護
景
雲
元
年
（七
六
七
）
に
完
成
し
た
伊
治
城
が
山
道
蝦
夷
へ
備
え
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
山
道
蝦
夷
の
最
有
力
の
蝦
実
集
団
が
胆
沢
地
域
の
環
夷
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
宮
城
県
北
部
か
ら
岩
手
県
南
部
に
か
け
て
の
北
上
川
中
流
域
に
居
住
す
る
複
数
の
蝦
夷
集
団
を
中
央
政
府
が
一
括
し
て
呼
ん
だ
名
称
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
の
う
ち
で
は
、
海
道
蝦
実
の
方
が
は
や
く
か
ら
優
勢
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
神
亀
元
年
（七
二
四
）
に
は
海
道
蝦
夷
が
反
乱
を
起
こ
し
、
陸
奥
大
線
の
佐
伯
児
屋
麻
呂
を
殺
害
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。そ
れ
に
対
し
て
、
山
道
蝦
夷
と
の
武
力
衝
突
が
確
認
で
き
る
の
は
、
現
存
史
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
二
月
に
陸
奥
国
が
「山
海
二
道
賊
」
を
討
伐
す
る
こ
と
を
奏
上
し
た
（「続
日
本
紀
」同
年
二
月
甲
子
条
）
の
が
最
初
で
あ
る
。
海
道
蝦
夷
へ
備
え
た
桃
生
城
が
山
道
環
夷
へ
の
防
備
の
拠
点
で
あ
る
伊
治
城
に
先
ん
じ
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
ろ
に
お
け
る
律
令
国
家
側
の
両
者
の
軍
事
2
的
脅
威
に
対
す
る
認
識
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
2
、
山
道
一境
実
の
台
頭
既
述
の
よ
う
に
、
三
十
八
年
戦
争
の
火
ぶ
た
を
切
つ
た
の
は
、
宝
亀
五
年
に
海
道
一馨
一の
起
こ
し
た
反
乱
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
事
件
は
決
し
て
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
事
件
の
直
前
の
同
年
七
月
に
は
「勅
二
陸
奥
国
按
察
使
兼
守
:
鎮
守
将
軍
正
四
位
下
大
伴
宿
称
酸
河
麻
呂
等
一
日
、
将
軍
等
、
前
日
奏
=
征
夷
便
宜
:
以
為
、
一
者
不
レ
可
レ
伐
、
一
者
必
、 当
レ
伐
。
朕
為
一一
、 其
労
一レ
民
、
」事=含
弘
一4一得=将軍
等
奏
:
露
彼
類
狄
、 不
レ
俊
=
野
心
一
一座
侵
=
辺
境
一
敢
拒
=
王
命
一
事
不
レ
獲
レ
已
、
一
依
=
来
奏
一
宜
=
早
発
レ
軍
応
レ
時
討
滅
一
」
（「続
日
本
紀
」
同
年
七
月
庚
申
条
）
と
あ
っ
て
、
大
伴
酸
河
麻
呂
ら
は
以
前
か
ら
征
討
の
必
要
性
を
中
央
政
府
に
奏
上
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
く
に
直
前
の
奏
状
で
は
事
態
が
一
層
深
刻
化
し
、
蝦
夷
が
侵
攻
を
く
り
返
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
お
り
、
政
府
も
そ
の
征
討
を
許
可
し
て
い
る
の
で
、
奥
鞭
の
一
帯
で
は
こ
れ
以
前
か
ら
一
触
即
発
の
不
穏
な
状
況
が
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
宝
一a
五
年
の
海
道
蝦
夷
の
反
乱
は
、
天
平
宝
字
年
間
以
降
、
律
令
国
家
が
積
極
的
な
一最
夷
政
策
に
転
じ
た
こ
と
に
よ
り
律
令
国
家
と
陸
奥
国
北
辺
の
蝦
実
と
の
間
の
対
立
が
し
だ
い
に
深
ま
り
、
起
こ
る
ぺ
く
し
て
起
こ
っ
た
事
件
と
み
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
海
道
蝦
夷
が
桃
生
城
を
攻
準
し
た
翌
年
の
「続
日
本
紀
」に
は
、
「陸
奥
一e一賊
騒
動
、
自
レ
夏
渉
レ
秋
。
民
皆
保
レ
塞
、
田
略
荒
廃
。
詔
復
=
当
年
課
役
田
租
一
」（宝
a一・一ハ年
三
月
丙
辰
条
）
、
「出
羽
国
言
、
蝦
実
餘
一想
、
猶
未
=
一一，ぁ一一。
三
年
之
間
、
請
=
鎖
兵
九
百
九
十
六
人
、一
且
:
鎮
=
要
害
、一
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
將
と
-a
実
支
配
の
変
質
且
通
=
国
府
一
」（同
年
十
月
美
西
条
）
な
ど
と
あ
っ
て
、
反
乱
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
宝
亀
七
年
（七
七
六
）
二
月
に
な
る
と
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
陸
奥
国
が
「山
海
二
道
酸
」
を
討
伐
す
る
こ
と
を
奏
上
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
中
央
政
府
は
出
羽
国
に
対
し
て
「発
=
軍
士
四
千
人
一
道
自
=
雄
勝
一
而
伐
=
其
西
辺
一
」こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
出
羽
国
に
山
道
蝦
一
夷
を
西
側
か
ら
攻
撃
す
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
直
後
の
五
月
に
出
羽
国
と
「出
羽
国
志
波
村
賊
」
と
が
戦
い
と
な
り
、
出
羽
国
側
が
劣
勢
な
の
で
坂
東
諸
国
に
騎
兵
の
派
遺
を
命
じ
て
い
る
（同
年
五
月
戊
子
条
）
の
は
、
出
羽
国
の
山
道
蝦
実
へ
の
攻
舉
に
関
連
し
て
起
こ
っ
た
戦
関
で
あ
ろ
h-
）
さ
ら
に
十
一
月
に
は
「発
=
陸
奥
軍
三
千
人
一
伐
=
胆
沢
賊
一
」
（同
年
十
一
月
庚
条
）
と
あ
っ
て
、陸
奥
国
の
軍
勢
が
胆
沢
の
蝦
夷
に
攻
撃
を
加
え
て
い
る
。こ
れ
が
「胆
沢
」
と
い
う
地
名
の
初
見
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宝
亀
七
年
の
う
ち
に
は
、
戦
線
が
い
っ
き
ょ
に
山
道
地
域
か
ら
出
羽
方
面
に
ま
で
拡
大
し
、
山
道
蝦
実
の
う
ち
胆
沢
の
蝦
夷
や
志
波
村
の
蝦
実
と
戦
闘
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
最
実
と
の
戦
闘
は
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
、
同
七
年
十
二
月
に
は
陸
奥
国
の
諸
郡
の
百
姓
か
ら
奥
郡
を
成
る
も
の
を
募
り
、
復
三
年
を
給
し
て
そ
の
定
着
を
は
か
っ
て
い
る
。
翌
八
年
（七
七
七
）
四
月
に
は
、
陸
奥
国
で
は
国
を
挙
げ
て
軍
を
発
し
て
山
海
両
道
の
蝦
夷
を
討
ち
、
国
内
が
騒
然
と
し
て
百
姓
が
銀
苦
し
た
と
し
て
、
こ
の
年
の
調
府
と
田
租
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
に
は
出
羽
国
軍
が
再
び
志
波
村
の
蝦
実
と
戦
つ
て
敗
退
し
、
ま
た
出
羽
国
の
蟻
夷
も
反
乱
を
起
こ
し
て
、
官
軍
が
劣
勢
に
陷
つ
て
い
る
。
戦
線
が
陸
奥
出
羽
両
国
に
拡
大
し
て
、
律
令
国
家
と
!a
夷
の
全
面
戦
争
の
様
相
を
帯
び
て
く
る
と
と
も
に
、
政
府
軍
側
が
か
な
り
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
3
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
驚
と
-la
実
支
配
の
変
質
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
宝
亀
五
年
以
降
、
中
央
政
府
と
蝦
夷
の
武
力
衝
突
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
く
が
、
そ
の
な
か
で
し
だ
い
に
胆
沢
地
域
の
蝦
実
を
中
心
と
し
た
山
道
蝦
夷
が
、
中
央
政
府
の
主
た
る
攻
準
目
標
に
定
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
の
が
、
つ
ぎ
の
宝
亀
十
一
年
（七
八
〇
）
二
月
丁
西
条
で
あ
る
。
陸
奥
国
言
、
欲
下
取
=
船
路
一
伐
中
撥
遭
成
一比年
甚
寒
、
其
河
已
凍
、
不
得
レ
通
レ
船
、一。
今
賊
来
犯
不
レ
已
。
故
先
可
レ
塞
=
寇
道
一
仍
須
下
差
=
』
軍
士
三
千
人
一
取
=
三
・
四
月
雪
消
、
雨
水
汎
溢
之
時
一
直
進
=
賊
地
一
因
造
中
覚
義
上
海
道
漸
遠
、
来
犯
無
レ
便
。
山
賊
居
近
伺
レ
際
来
犯
。
遂
不
=
伐
接
一
其
勢
更
強
、一
宜
下
造
=
覚
無
城
一
得
中
胆
沢
之
地
上
〇
両
国
之
息
、
莫
レ
大
=
於
斯
一
た
び
重
な
る
蝦
夷
の
来
攻
に
悩
ま
さ
れ
る
陸
奥
国
の
奏
上
を
受
け
て
こ
こ
で
勅
が
発
布
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
海
道
蝦
夷
は
拠
点
が
違
方
に
あ
る
た
め
「来
犯
無
レ
便
」な
の
に
対
し
て
、
「山
賊
」す
な
わ
ち
山
道
蝦
夷
は
居
地
が
近
く
、
隙
を
見
て
は
襲
撃
し
て
き
て
、
こ
の
ま
ま
放
つ
て
ぉ
い
て
は
そ
の
勢
力
が
さ
ら
に
強
大
に
な
る
と
し
て
、
新
た
に
覚
繁
城
を
造
営
し
て
、
胆
沢
地
域
の
制
圧
拠
点
と
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
勅
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
中
央
政
府
の
最
大
の
攻
舉
日
標
は
明
ら
か
に
山
道
環
夷
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
強
盛
で
あ
っ
た
胆
沢
の
蝦
実
を
制
圧
す
る
こ
と
が
数
年
来
の
騒
動
の
鎮
静
化
に
と
っ
て
も
っ
と
も
緊
要
な
こ
と
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
覚
繁
城
の
建
造
計
画
の
も
ち
あ
が
っ
た
直
後
の
宝
a
十
一
年
三
月
、
按
察
使
紀
広
純
が
俘
軍
を
率
い
て
伊
治
城
に
入
つ
た
と
き
に
、
東
北
古
代
史
上
著
名
な
伊
治
公
告
麻
呂
の
乱
が
起
こ
る
。
こ
の
反
乱
に
よ
っ
て
広
純
や
牡
鹿
郡
大
領
道
l9
大
橋
が
伊
治
城
で
殺
さ
れ
、
さ
ら
に
は
多
賀
城
ま
で
焼
き
討
ち
に
さ
れ
て
、
陸
奥
国
は
大
混
乱
に
お
ち
い
っ
て
し
ま
う
。
覚
繁
城
の
造
営
計
画
も
実
施
に
移
さ
れ
ぬ
ま
ま
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
（拙
稿
「〈
書
評
〉
工
藤
雅
樹
著
「城
細
と
蝦
実
」」
「歴
史
」
七
七
一
九
九
一
年
）
。
と
こ
ろ
が
告
麻
呂
は
、
こ
れ
以
後
、
一
度
も
記
録
に
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
ま
た
征
討
軍
の
主
た
る
攻
撃
日
標
は
、
こ
の
後
も
一
貫
し
て
胆
沢
地
域
の
蝦
夷
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
呰
麻
呂
の
乱
は
多
分
に
偶
発
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
三
十
八
年
戦
争
は
あ
く
ま
で
も
北
上
川
中
流
域
の
蝦
夷
（=
山
道
蝦
夷
）
と
政
府
軍
と
の
間
の
武
力
衝
突
を
軸
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
海
道
環
実
の
反
乱
に
は
じ
ま
る
三
十
八
年
戦
争
は
、
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
急
速
な
戦
線
の
拡
大
と
と
も
に
状
況
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
ほ
ど
な
く
胆
沢
地
域
の
蝦
実
を
中
心
と
す
る
山
道
蝦
実
と
政
府
軍
と
の
大
規
模
な
武
力
衝
突
を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。以
後
、坂
上
田
村
麻
呂
が
登
場
す
る
ま
で
、
政
府
軍
は
長
期
に
わ
た
っ
て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
山
道
蝦
実
ら
の
勢
力
の
強
大
さ
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
特
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
山
道
蝦
実
が
有
力
化
す
る
の
は
、
残
さ
れ
た
文
献
史
料
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
比
較
的
新
し
い
時
期
と
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宝
亀
末
年
に
は
山
道
環
実
の
優
勢
が
明
白
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
桃
生
城
が
造
営
さ
れ
た
天
平
宝
字
年
間
ご
ろ
ま
で
は
、
む
し
ろ
海
道
蟻
夷
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
八
世
紀
の
半
ば
以
降
、
北
上
川
中
流
域
の
類
夷
集
団
が
急
速
に
発
展
し
、
陸
奥
側
で
最
有
力
の
環
実
勢
力
に
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
3
、
北
上
川
中
流
域
の
環
真
集
団
の
発
展
の
要
因
胆
沢
地
方
を
中
心
と
す
る
北
上
川
中
流
域
の
一最
実
集
団
は
、
八
世
紀
中
葉
以
降
急
速
に
陸
奥
最
有
力
の
蝦
夷
集
団
に
成
長
し
て
い
っ
た
ら
し
ぃ
こ
と
を
み
た
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
の
考
古
学
的
調
査
の
進
展
に
よ
っ
て
、
八
世
紀
に
な
る
と
東
北
北
部
に
農
耕
集
落
が
広
範
に
出
現
し
、
九
世
紀
に
は
さ
ら
に
稲
作
農
耕
が
定
着
し
て
集
落
が
增
加
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
と
く
に
北
上
川
中
流
域
で
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
急
速
に
集
落
遺
跡
が
增
大
し
て
い
く
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
農
耕
の
定
着
を
基
礎
と
し
た
こ
の
地
域
の
人
ロ
增
が
山
道
蝦
一
実
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
考
古
学
上
の
事
実
に
加
え
て
、
文
献
史
料
か
ら
は
い
く
つ
か
の
政
治
的
・
経
済
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
八
世
紀
前
半
に
中
央
政
府
の
移
民
政
策
が
組
織
的
に
実
施
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
天
平
五
概
な
ど
の
城
棚
が
大
崎
地
方
に
設
置
さ
れ
て
城
柳
を
拠
点
と
す
る
蟻
夷
支
配
体
制
が
整
備
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
山
海
両
道
等
の
-a
実
集
団
の
多
賀
城
を
は
じ
め
と
す
る
諸
城
細
へ
の
朝
貢
の
機
会
も
飛
躍
的
に
增
大
し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
に
送
り
込
ま
れ
て
き
た
移
民
系
の
住
民
と
蝦
夷
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
接
触
の
機
会
も
增
え
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
交
易
の
蝦
夷
社
会
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
っ
と
に
大
石
直
正
氏
や
工
藤
雅
樹
氏
の
指
摘
が
あ
る
が
（大
石
直
正
「中
世
の
黎
明
」
小
林
清
治
・
大
石
直
正
編
「中
世
奥
羽
の
世
界
ー
〈
U
P
選
書
〉
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
八
年
、
工
藤
雅
樹
「城
棚
と
蝦
実
」
〈
考
古
学
ラ
イ
プ
リ
ー
〉
ニ
ュ
I
・
サ
イ
ェ
ン
ス
社
一
九
八
九
年
）
、
っ
ぎ
に
掲
げ
る
「類
聚
三
代
格
」所
収
の
延
暦
六
年
（七
八
七
）
の
官
符
は
、・
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
太
政
官
符
応
下
陸
奥
按
察
使
禁
申
断
王
臣
百
姓
与
=
実
俘
一
交
関
上
事
右
被
=
右
大
臣
宣
一一得
、
奉
レ
勅
、
如
聞
、
王
臣
及
国
司
等
、
争
買
=
狄
馬
及
俘
奴
婢
一。
所
以
、
弘
羊
之
徒
、
苟
貪
=
利
潤
:
略
レ
良
窃
レ
馬
、
相
成
日
深
。
加
以
、
無
知
百
姓
、
不
レ
長
=
意
章
一。
売
=
此
国
家
之
貨
:
買
=
彼
実
俘
之
物
一。
綿
既
着
=
要
一
育
鉄
亦
造
=
敲
農
器
一
於
レ
理
商
量
、
為
レ
書
極
深
。
自
今
以
後
、
宣
=
厳
禁
断
一
。
如
有
三
王
臣
及
国
司
、
違
=
犯
制
一
者
、
物
即
没
官
。
仍
注
レ
名
申
上
。
其
百
姓
者
、
一
依
=
故
按
察
使
従
三
位
大
野
朝
臣
東
人
制
法
:
随
レ
事
推
決
。
延
暦
六
年
正
月
廿
一
日
こ
の
官
符
で
は
、
三
十
八
年
戦
争
の
た
だ
な
か
国
司
・
王
臣
家
を
は
じ
め
と
す
る
非
蝦
夷
系
住
民
と
環
夷
と
の
私
的
な
交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
る
戦
争
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
在
地
で
は
-a
夷
と
中
央
政
府
側
の
人
び
と
と
の
私
的
な
経
済
交
流
が
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
日
に
値
す
る
。し
か
も
中
央
政
府
側
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う
な
私
的
な
交
易
は
、
単
に
蝦
実
側
に
経
済
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「略
レ
良
窃
レ
馬
、
相
酸
日
深
」と
あ
る
よ
う
に
、
蝦
夷
の
故
対
的
行
為
を
助
長
し
、
さ
ら
に
は
「売
=
此
国
家
之
貨
:
買
=
彼
実
俘
之
物
一
」
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
一
最
実
側
の
手
に
う
っ
り
、
そ
れ
ら
が
「綿
既
着
=
成
襖
、一
青
鉄
亦
造
=
故
農
器
一
」と
い
う
よ
う
に
、一
蝦
実
社
会
の
軍
事
力
や
5
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
露
と
環
究
支
配
の
変
-9
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
:R
と
環
実
支
配
の
変
質
農
業
生
産
力
を
高
め
る
作
用
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
国
家
に
と
っ
て
「為
レ
害
極
深
」い
も
の
で
あ
っ
た
。
長
期
に
わ
た
る
戦
争
状
態
が
環
夷
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
り
、
彼
ら
の
社
会
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
が
、一
方
で
は
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
状
態
が
平
時
に
律
令
国
家
と
一最
夷
の
間
に
形
成
さ
れ
て
い
る
朝
貢
関
係
の
動
播
・
破
:
提
を
ま
ね
き
、
最
夷
集
団
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
自
律
的
な
行
動
を
と
り
や
す
く
な
る
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
朝
買
関
係
の
破
:
程
は
、
こ
の
時
期
に
し
だ
い
に
頭
著
に
な
っ
て
く
る
王
臣
家
の
自
立
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
密
貿
易
と
も
い
う
ぺ
き
私
的
な
交
易
を
助
長
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
增
大
し
て
い
っ
た
交
易
が
蝦
実
側
に
経
済
的
な
思
恵
を
も
た
ら
し
て
政
府
軍
に
対
す
る
抵
抗
の
源
泉
の
一
つ
と
な
る
と
と
も
に
、
環
夷
社
会
内
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
十
八
年
戦
争
の
勃
発
以
前
に
も
、
主
と
し
て
公
的
な
朝
貢
関
係
に
付
随
し
た
形
で
、
よ
り
小
規
模
な
が
ら
恒
常
的
に
律
令
国
家
と
環
夷
と
の
間
に
物
資
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
-a
実
社
会
へ
の
物
資
の
流
入
は
、
彼
ら
の
社
会
を
除
々
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
律
令
国
家
に
よ
る
蝦
実
の
族
長
層
へ
の
君
（公
）
の
カ
バ
ネ
・
官
職
・
位
階
・
環
実
爵
等
の
授
与
も
蝦
夷
社
会
の
統
合
・
発
展
の
触
媒
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
蝦
一
夷
社
会
は
族
長
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
た
、
互
い
に
相
対
的
に
自
立
し
、
対
抗
関
係
に
あ
る
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
ぉ
り
、
社
会
的
統
合
が
未
熟
で
不
安
定
な
社
会
で
あ
っ
た
（工
藤
氏
、
前
掲
「城
;a-
と
環
夷
」）
。
こ
の
よ
う
な
構
造
の
社
会
で
、
あ
る
特
定
の
集
団
が
ほ
か
の
多
く
の
集
団
を
統
属
下
に
お
い
て
社
会
的
統
合
を
進
め
る
た
め
に
は
、
他
の
集
団
が
そ
の
も
と
に
服
す
る
卓
越
的
な
権
威
を
保
持
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
権
威
は
当
時
の
蝦
実
社
会
独
自
に
は
形
成
さ
れ
え
ず
、
律
令
国
家
か
ら
付
与
さ
れ
る
姓
や
位
階
が
そ
の
機
能
を
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
-a
実
の
族
長
へ
の
カ
バ
ネ
・
官
職
・
位
階
な
ど
の
授
与
は
、
律
令
国
家
の
権
成
の
分
与
に
ほ
か
な
ら
ず
（た
だ
し
郡
司
な
ど
の
官
職
に
は
む
ろ
ん
一
定
の
職
務
権
限
が
と
も
な
っ
た
）
、
か
か
る
卓
越
的
な
権
威
を
帯
び
た
有
力
な
族
長
に
率
い
ら
れ
た
集
団
が
ほ
か
の
弱
小
集
団
を
支
配
下
に
置
く
と
い
う
形
で
、
蝦
実
社
会
の
統
合
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
要
す
る
に
、
八
世
紀
中
葉
以
降
の
北
上
川
中
流
域
に
お
け
る
蝦
夷
社
会
の
急
速
な
発
展
は
、
稲
作
農
耕
の
定
着
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
-a
夷
社
会
の
自
律
的
な
発
展
を
基
礎
に
し
っ
っ
も
、
八
世
紀
初
頭
以
来
の
律
令
国
家
側
と
の
公
的
・
私
的
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
接
触
に
と
も
な
う
物
資
の
流
入
、
さ
ら
に
は
族
長
層
へ
の
律
令
国
家
の
権
威
の
分
与
な
ど
の
外
的
な
契
機
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
十
八
年
戦
争
は
、
天
平
宝
字
年
間
以
降
の
律
令
国
家
の
演
極
的
な
蝦
夷
政
策
へ
の
転
換
と
い
う
外
的
な
要
因
の
ほ
か
に
、
こ
の
よ
う
な
北
上
川
中
流
域
を
中
心
と
し
た
類
夷
社
会
の
発
展
と
い
う
内
的
要
因
が
基
礎
に
あ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
こ
の
戦
争
が
蝦
夷
社
会
の
発
展
を
さ
ら
に
促
進
す
る
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
を
注
意
し
て
ぉ
き
た
い
。
6
二
三
十
八
年
戦
争
と
奥
郡
1
、
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
移
民
政
策
の
行
き
づ
ま
り
城
棚
に
は
、
七
世
紀
中
葉
の
段
階
か
ら
棚
戸
と
よ
ば
れ
る
国
家
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
移
民
が
付
属
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
と
く
に
八
世
紀
前
半
に
は
陸
奥
出
羽
両
国
の
蝦
夷
と
境
を
接
し
た
地
域
の
基
盤
強
化
の
た
め
に
も
っ
と
も
組
織
的
に
多
数
の
移
民
が
送
り
込
ま
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
黒
川
以
北
十
郡
の
よ
う
な
移
民
を
主
体
と
し
た
特
異
な
近
夷
郡
が
成
立
す
る
。
城
棚
設
置
地
域
に
送
り
込
ま
れ
る
棚
戸
は
、
城
棚
を
拠
点
と
し
た
蝦
夷
支
配
の
人
的
・
物
的
基
盤
を
構
成
し
て
ぉ
り
、
城
棚
に
よ
る
蝦
夷
支
配
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
（
拙
稿
「近
夷
郡
と
城
柵
支
配
」
「束
北
学
院
大
学
論
集
』
歴
史
学
・
地
理
学
二
一
一
九
九
〇
年
）
。
こ
の
城
棚
の
造
営
と
一
体
と
な
っ
た
移
民
政
策
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
中
断
し
、
天
平
宝
字
年
間
の
雄
勝
・
桃
生
両
城
の
造
営
と
と
も
に
、
こ
の
両
地
域
を
主
な
対
象
と
し
て
再
開
さ
れ
る
。
し
か
し
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
降
、
そ
の
性
格
は
大
き
く
変
わ
り
、
浮
浪
人
・
罪
人
・
乞
食
な
ど
を
棚
戸
と
し
て
移
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
徒
刑
労
働
的
な
色
彩
を
帯
び
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
神
一設
景
雲
年
間
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
ふ
た
た
び
一
般
の
民
戸
を
大
量
に
城
棚
に
移
配
す
る
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（表
1
参
照
）
。も
っ
と
も
、
こ
れ
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
と
っ
て
百
姓
の
な
か
か
ら
希
望
者
を
募
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
点
で
、
八
世
紀
前
半
の
一
般
公
民
の
移
配
と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
以
降
は
、
浮
浪
人
の
移
配
の
場
合
も
含
め
て
「棚
戸
」
と
は
呼
ば
な
く
な
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
さ
て
八
世
年 月 事 項
( l )天平宝字1(757). 4
(2)天平宝字1(757). 7
(3)天平宝字3(757). 9
(4)天平宝字4(760). 10
(5)天平宝字4(760). l 2
(6)天平宝字6(762). 間l2
(7)天平宝字7(763). 9
(8)神護景雲l(767). 1l
(9)神、題最雲2(768). 12
(1ll1 神顯景發3(769). 1
(1D神顯景雲3(769). 2
(121神讓景雲3(769). 6
(13)宝1l l7(776). 12
(l41 延暦14(795). 12
a5)延府l5(796). 1 l
061 延暦21(802). 1
不孝 ・不恭・不友・不順の者を陸奥国の桃生、 出羽国の小勝に配する。
橘奈良麻呂の一味の久索多夫礼らに同調した百姓を出羽国の小勝村の棚戸に移配する。
坂東8国、並びに越前・能登・越後等の4ケ国の浮浪人2000人を選して雄勝棚戸とする。
陸奥のial戸の百姓らの申請により、 郷土の父母兄弟装子も同じく棚戸に'国する。
t19職で争つて仲間の個を殺した薬師寺f9準達を陸奥国の桃生例戸とする。
乞索児100人を陸奥国に配して占着させる。
母を殺した河内国丹比郡の人を出羽国小勝のiai戸とする。
私錯錢の人に姓を鋳銭部と陽い、 出羽国に流す。
陸奥国及び他国の百姓に給複の特典を与えて、 伊治・桃生への移住を募る。
陸奥国、桃生棚戸に配した浮浪人が定着せずに逃亡するとして、隣国の3丁以上の戸200
烟を募つて城郭の成とすることを請うが、 太政官は罪のない民を辺城に配するのは不当と
して却下、 法外の給複をして桃生・伊治2城に移住を希望するものを募る。
坂東8国に命じて、 法外の優複を与えて桃生・伊治2城に移住したい百姓を募集させる。
浮宕の百姓2500余人を陸奥国伊治村に置く 。
陸奥国語郡の百姓に復3年を与えて奥部を成るものを i ;る。
逃亡した諸国の軍士340人を陸奥国の概戸に配する。
相校・武蔵・上総 ・ 常陸 ・上野・下野・出羽・越後等の国の民9000人を陸奥国伊治城に選
置する。
駿河・ 甲斐 ・ 相模・武蔵 ・上総・下総・常陸 ・ 信澳・上野・下野等の国の浪人4000人を陸
奥国胆沢城に移配する。
表 l  .八世紀後半以降の棚戸移配一覧
7
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
將
と
類
実
支
配
の
変
質
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一持
と
最
究
支
配
の
変
質
紀
後
半
以
降
、
城
-a
設
置
地
域
へ
の
移
民
に
新
た
に
罪
人
や
乞
食
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
律
令
国
家
の
辺
境
観
の
変
化
を
象
徴
的
に
示
す
と
い
う
点
で
は
重
要
で
あ
る
が
、
量
的
に
は
比
較
的
少
数
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
以
降
の
移
民
政
策
は
、（1
）浮浪
人
の
強
制
移
住
と（2
）一般
公
民
の
優
遇
措
置
を
講
じ
て
の
募
集
と
い
う
二
つ
の
方
式
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
。
八
世
紀
後
半
以
降
に
建
郡
し
た
栗
原
・
桃
生
両
郡
以
北
の
陸
奥
国
の
奥
郡
に
つ
い
て
「和
名
類
聚
抄
」の
郷
名
を
検
し
て
み
る
と
、
響
城
（桃
生
郡
）
、
会
津
（栗
原
郡
）
、
白
河
（胆
沢
郡
）
と
い
っ
た
陸
奥
南
部
の
郡
名
、
信
濃
・
甲
斐
（江
刺
郡
）
、
下
野
・
上
総
（胆
沢
郡
）
と
い
っ
た
東
国
諸
国
の
国
名
と
一
致
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
黒
川
以
北
十
郡
の
場
合
と
同
様
に
、
移
民
の
出
身
地
に
由
来
す
る
地
名
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
黒
川
以
北
十
郡
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
束
国
な
い
し
陸
奥
国
南
部
の
郡
名
と
そ
の
郷
名
が
一
致
す
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
北
の
奥
郡
で
は
一
致
す
る
郷
名
が
、
東
国
諸
国
に
関
し
て
は
国
名
に
限
ら
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
（表
2
参
照
）
。
こ
れ
は
移
民
の
実
施
形
態
の
相
違
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
八
世
紀
前
半
に
実
施
さ
れ
た
棚
戸
の
移
配
が
、
主
と
し
て
郡
単
位
の
組
織
的
な
移
民
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
政
策
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
い
て
は
、
束
国
諸
国
の
浮
浪
人
や
一
般
公
民
の
希
望
者
を
主
に
国
単
位
で
奥
郡
に
送
り
込
む
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
こ
と
が
郷
名
の
特
色
の
違
い
と
し
て
表
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
陸
奥
国
内
の
場
合
は
、
宝
亀
七
年
（七
七
六
）
に
、
「募
下
陸
奥
国
諸
郡
百
姓
成
=
、
奥
郡
一
者
上
便
即
占
着
、
給
=
復
三
年
一
」（「続
日
本
紀
」
同
年
十
二
月
丁
酉
郡 名 郷数 郷 名 一致する国郡名 備 考
黒川郡
賀美郡
色麻郡
玉造郡
志太郡
長岡郡
新田郡
小田郡
社鹿郡
3
3
4
4
3
2
4
5
3
新田郷
自川郷
勞瀬郷
相模郷
安蘇郷
信太郷
志太郷
上野国 新田郡
陸奥国 白河郡
武蔵国 賀美郡
陸奥国 管顧郡
相校国
下野国 安蘇部
常陸国 信太郎
常陸国 信太郎
上野国 新田郡
武蔵国 賀美郡
武蔵国 賀美郡
黒
川
以
北
十
郡
延匯:l8年富田郡を併合
座1建 4年初見(信太郎)
延層18年調1馬郡を併合
延居l8年登米郡を解合賀美郷
賀美郷
桃 生 部
架 原 郡
響 并 郡
江 刺 郡
胆 沢 郡
4
4
7
4
7
響城郷
会津郷
借組郷
甲要郷
自河郷
下野郷
上総郷
陸奥国 繁城部
陸奥国 会津部
信温国
甲要国
陸奥国 自河郡
下野国
上総国
宝ll2年初見
神顯最雲3年建選か
「延喜式」 初見
承和8年初見
延唐23年初見
表2 陸奥国奥部の郷数・移民郷一覧
8
条
、
表
1（l0
）
と
あ
る
よ
う
に
、
郡
単
位
で
百
姓
す
な
わ
ち
一
般
公
民
の
移
住
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
に
郡
名
と
一
致
す
る
郷
名
が
残
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
の
移
民
は
、
出
身
地
や
移
配
先
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
規
定
さ
れ
て
、
移
配
先
で
逃
亡
者
が
続
出
し
た
り
、
希
望
者
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
，4
、
4
）
上
記
の
ご
と
き
名
称
を
も
つ
郷
が
い
く
っ
か
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
浮
浪
人
や
一
般
公
民
な
ど
か
ら
な
る
移
民
が
一
定
程
度
定
着
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。す
な
わ
ち
こ
の
地
域
の
移
民
系
住
民
は
、主
と
し
て
東
国
・
陸
奥
国
南
部
出
身
の
一
般
公
民
や
浮
浪
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
一
型
尸
の
変
質
に
つ
い
て
は
、
三
つ
ほ
ど
の
原
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
律
令
国
家
側
の
要
因
で
、
辺
境
、
と
く
に
新
た
に
律
令
国
家
の
領
域
に
取
り
込
ん
だ
陸
奥
国
の
桃
生
・
伊
治
（栗
原
）
、
出
羽
国
の
雄
勝
等
の
地
域
が
、
中
央
の
貴
族
か
ら
み
て
浮
浪
人
や
犯
罪
者
・
乞
食
な
ど
の
移
配
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
観
念
さ
れ
た
こ
と
が
、
政
策
の
変
更
を
招
く
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
世
国
家
で
は
、
本
州
最
北
の
外
が
浜
が
境
界
の
地
と
さ
れ
、
夷
島
は
そ
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、
と
も
に
悪
し
き
も
の
を
追
放
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
た
と
い
う
（大
石
直
正
「外
が
浜
・
夷
島
考
」
「関
一
晃
先
生
還
暦
記
念
日
本
古
代
史
研
究
」
吉
川
弘
文
館
一
九
八
〇
年
）
。右
の
辺
境
観
は
、こ
の
中
世
の
辺
境
観
の
萌
芽
的
形
態
と
し
て
も
興
味
深
い
〇つ
い
で
移
民
を
送
り
出
す
東
国
な
ど
の
在
地
社
会
の
疲
弊
・
変
化
が
、
移
民
政
策
変
更
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
在
地
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
、
以
前
に
く
ら
べ
て
一
般
公
民
を
棚
戸
と
し
て
辺
境
の
地
へ
強
制
的
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
状
況
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
は
、
す
で
に
八
世
紀
前
半
の
束
国
か
ら
の
組
織
的
な
一
型
尸
、
鎮
兵
な
ど
の
徴
発
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
進
行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
と
く
に
蝦
夷
政
策
が
積
極
化
す
る
天
平
宝
字
年
間
以
降
は
さ
ら
に
加
速
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
表
1
の（9
）a0（l0（l3
）a5）など
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
護
景
雲
年
間
以
降
、
一
般
公
民
を
城
-a
設
置
地
域
に
移
配
す
る
政
策
が
再
び
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
優
遇
措
置
を
講
じ
て
希
望
者
を
募
る
と
い
う
方
式
を
と
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
に
一
般
公
民
を
組
織
的
、
強
制
的
に
移
配
す
る
と
い
う
方
式
は
か
げ
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
八
世
紀
初
頭
以
来
の
東
国
に
対
す
る
一
型
尸
・
鎖
兵
な
ど
の
過
重
な
負
担
が
住
民
の
間
に
辺
境
へ
の
移
住
に
対
す
る
忌
選
を
生
み
、
こ
れ
に
律
令
国
家
の
支
配
体
制
の
弛
緩
が
加
わ
っ
て
、
従
前
の
ご
と
き
公
民
の
強
制
移
住
策
が
実
施
困
難
と
な
っ
て
（5
）
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
三
番
日
と
し
て
移
民
の
移
配
先
で
あ
る
奥
郡
の
状
況
の
不
安
定
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
蝦
夷
と
境
を
接
す
る
近
夷
郡
の
一
帯
は
、
っ
ね
に
未
服
の
蝦
夷
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
特
殊
な
状
況
下
に
あ
り
、
蝦
実
と
の
抗
争
・
戦
乱
が
起
こ
る
た
び
に
、
田
地
が
荒
廃
し
た
り
、
住
民
が
逃
亡
し
た
り
す
る
こ
と
が
く
り
返
さ
れ
る
、
在
地
の
状
況
が
き
わ
め
て
流
動
的
で
不
安
定
な
地
域
で
あ
っ
た
（拙
稿
、
前
掲
「近
夷
郡
と
城
細
支
配
」）
。
養
老
四
年
（七
二
〇
）
の
陸
奥
の
蝦
実
の
反
乱
が
あ
っ
た
あ
と
の
「続
日
本
紀
」
養
老
五
年
（七
二
一
）
六
月
乙
酉
条
に
「陸
奥
・
筑
紫
辺
塞
之
民
、
数
過
=
烟
座
、一
疚
=
労
戎
役
一。
加
以
、
父
子
死
亡
、
室
家
離
散
」
と
あ
り
、
つ
づ
く
六
年
（七
二
二
）
閏
四
月
乙
、
、
丑
条
に
も
「酒
者
、
辺
郡
人
民
、
暴
被
=
寇
賊
一
遂
適
=
東
西
一
流
離
分
散
」
と
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
奈
良
時
代
の
前
半
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
奈
良
時
代
の
後
半
に
な
っ
て
律
令
国
家
が
桃
生
・
雄
勝
・
伊
治
の
諸
城
を
造
営
し
て
積
極
的
な
北
進
策
を
と
る
と
状
況
は
一
層
悪
化
し
、
奥
郡
一
帯
は
し
だ
い
に
安
定
的
な
支
配
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
。と
く
に
三
十
八
年
戦
争
勃
発
後
は
、
「続
日
本
紀
」宝
亀
六
年
（七
七
五
）
三
月
丙
辰
条
に
「陸
奥
蟻
賊
騷
動
、
自
レ
夏
渉
レ
秋
。
民
皆
保
レ
塞
、
田
le
荒
廃
」
と
あ
り
、
ま
た
延
暦
一兀
（七
八
二
）
年
五
月
甲
午
条
に
「陸
奥
国
頃
年
兵
乱
、
奥
郡
百
姓
、
並
未
=
来
集
一。
勅
給
=
復
三
年
一
」と
み
え
る
よ
う
に
、
9
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
爲
と
-la
実
支
配
の
変
質
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
:u
と
最
爽
支
配
の
変
質
こ
の
地
域
で
く
り
返
さ
れ
る
政
府
軍
の
軍
事
行
動
と
蝦
夷
の
武
力
抵
抗
は
、
非
蝦
夷
系
住
民
の
こ
の
地
域
へ
の
新
た
な
定
着
を
困
難
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
ぃ
っ
た
ん
定
住
し
た
住
民
の
こ
の
地
域
か
ら
の
逃
亡
を
も
誘
発
し
て
い
っ
て
こ
の
八
世
紀
後
半
に
現
出
す
る
新
た
な
状
況
の
背
後
に
・
は
、
第
一
節
で
論
じ
た
北
上
川
中
流
域
の
蝦
夷
（山
道
環
夷
）
の
台
頭
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
。
「続
日
本
紀
」
神
護
景
雲
三
年
字
三
年
符
:
差
=
浮
浪
一
千
人
:
（七
六
九
）
正
月
己
亥
条
に
「被
=
天
平
宝
以
配
=
桃
生
一
型
尸
一。
本
是
情
抱
=
規
選
一
萍
漂
蓬
転
、
将
至
=
城
下
、一
復
逃
亡
」と
あ
る
ご
と
き
、浮
浪
人
を
-a
戸
に
移
配
し
て
も
定
着
し
が
た
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
や
、同
日
条
で
太
政
官
自
ら
が
「今
徒
二
無
罪
之
民
:
配
=
辺
城
之
成
、一
則
物
情
不
レ
穗
、
逃
亡
無
レ
已
」と
表
明
し
て
い
る
よ
う
な
、
一
般
公
民
で
あ
っ
て
も
、
強
制
的
に
移
住
さ
せ
る
と
多
く
は
逃
亡
し
て
し
ま
う
と
い
う
中
央
政
府
の
状
況
判
断
は
、
如
上
の
在
地
の
状
況
の
不
安
定
化
を
背
景
に
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
奥
郡
の
支
配
秩
序
の
不
安
定
化
が
、
移
民
の
定
着
を
妨
げ
、
ひ
い
て
は
移
配
方
式
の
変
更
を
も
ま
ね
い
た
の
で
あ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
末
葉
に
か
け
て
、
こ
の
よ
う
な
原
因
が
重
な
っ
て
律
令
国
家
の
奥
郡
へ
の
移
民
政
策
は
従
来
の
方
式
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
し
だ
い
に
行
き
づ
ま
り
を
み
せ
て
い
く
が
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
基
底
的
な
要
因
は
や
は
り
第
三
の
移
住
先
で
あ
る
奥
郡
の
状
況
の
変
化
で
あ
ろ
う
。
律
令
国
家
は
八
世
紀
半
ば
以
降
、
積
極
的
な
北
進
策
を
取
り
、
支
配
領
域
を
北
に
広
げ
る
が
、
そ
の
こ
と
が
蝦
夷
と
の
対
立
を
激
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
奥
郡
で
の
安
定
的
な
支
配
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
が
こ
の
地
域
の
非
蝦
実
系
住
民
の
逃
亡
を
誘
発
す
る
と
と
も
に
、
一
般
公
民
の
組
織
的
な
移
住
策
を
困
難
な
も
の
に
し
、
非
環
実
系
住
民
の
こ
の
地
域
へ
の
定
住
を
阻
害
す
る
主
要
な
要
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
2
、
桃
生
・
栗
原
以
北
の
奥
部
に
お
け
る
公
民
支
配
同
じ
陸
奥
国
の
奥
郡
で
も
、
八
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
黒
川
以
北
十
郡
に
く
ら
ぺ
て
、
八
世
紀
後
半
の
桃
生
・
伊
治
両
城
の
造
営
に
と
も
な
っ
て
建
郡
を
み
る
桃
生
・
栗
原
両
郡
、
お
よ
び
延
暦
二
十
一
年
（八
〇
二
）
の
胆
沢
城
の
造
営
に
相
前
後
し
て
建
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
磐
井
・
江
刺
・
胆
沢
の
三
郡
は
種
々
の
点
で
性
格
の
異
な
っ
た
郡
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
旧
稿
（
前
掲
「近
夷
郡
と
城
細
支
配
」）で
は
認
識
で
き
な
か
っ
た
が
、
奥
郡
の
考
察
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
黒
川
以
北
十
郡
の
地
域
に
は
玉
造
郡
・
小
田
郡
の
二
軍
団
が
置
か
れ
、
こ
の
地
域
の
公
民
は
一
定
の
割
合
で
兵
士
と
し
て
徴
発
さ
れ
た
が
、
桃
生
・
栗
原
両
郡
よ
り
北
に
は
つ
い
に
軍
団
が
置
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
律
令
制
下
に
お
い
て
軍
団
は
数
郡
に
一
つ
の
割
合
で
置
か
れ
、
通
常
、
千
人
の
一
般
公
民
か
ら
徴
発
さ
れ
た
軍
団
兵
士
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
軍
団
の
設
置
に
は
一
定
程
度
の
公
民
制
の
充
実
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
桃
生
・
栗
原
両
郡
以
北
に
軍
団
が
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
軍
団
兵
士
制
を
支
え
る
に
十
分
な
公
民
制
が
こ
の
地
域
に
形
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
（鈴
木
拓
也
「古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」「歴
史
」
七
七
一
九
九
一
年
、
今
泉
隆
雄
「古
代
東
北
と
南
と
北
」日
本
考
古
学
協
会
宮
城
・
仙
台
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
「北
か
ら
の
視
点
」一
九
九
一
年
）
。
こ
れ
は
先
に
み
た
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
律
令
国
家
の
移
民
政
策
の
行
き
づ
ま
り
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
10
る
。桃
生
・
栗
原
両
郡
以
北
で
の
公
民
制
の
未
熟
は
、
こ
の
地
域
か
ら
非
蝦
夷
系
豪
族
が
ほ
と
ん
ど
成
長
し
て
こ
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
古
代
東
北
の
豪
族
は
、
直
接
・
間
接
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
征
夷
に
か
か
わ
っ
た
。
律
令
国
家
は
豪
族
の
在
地
で
の
支
配
力
・
経
済
力
を
積
極
的
に
征
夷
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
し
、
彼
ら
も
国
家
の
政
策
に
加
担
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
族
の
地
位
の
向
上
を
は
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
東
北
地
方
に
は
、
他
地
域
に
く
ら
ぺ
て
は
る
か
に
多
く
の
″征
夷
型〟
豪
族
と
も
呼
ぶ
べ
き
新
興
階
層
が
台
頭
し
て
く
る
の
で
あ
る
（拙
稿
「東
北
の
豪
族
」「新
版
古
代
の
日
本
」九
東
北
・
北
海
道
一
九
九
二
年
）
。
と
こ
ろ
が
こ
の
″征
夷
型〟
豪
族
の
分
布
を
み
て
み
る
と
、
道
一喝
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
黒
川
以
北
十
郡
よ
り
も
南
の
地
域
に
限
ら
れ
、
桃
生
・
栗
原
以
北
の
地
域
で
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
た
こ
の
地
域
の
公
民
制
の
未
熟
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
桃
生
・
栗
原
両
郡
以
北
に
お
け
る
公
民
制
の
未
熟
は
、
こ
の
地
域
の
郡
の
規
模
、
さ
ら
に
は
公
民
支
配
に
お
け
る
城
棚
の
比
重
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「和
名
類
聚
抄
」に
よ
れ
ば
、
神
亀
元
年
前
後
に
い
っ
せ
い
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
黒
川
以
北
十
郡
は
、
平
均
三
郷
程
度
か
ら
な
る
き
わ
め
て
小
規
模
な
郡
の
集
合
体
で
あ
っ
た
が
、
桃
生
・
栗
原
・
響
井
・
江
刺
・
胆
沢
の
諸
郡
は
す
べ
て
四
郷
以
上
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
響
井
・
胆
沢
の
両
郡
は
七
郷
か
ら
な
っ
て
い
る
（表
2
参
照
）
。
す
な
わ
ち
桃
生
・
栗
原
以
北
の
奥
郡
は
、
黒
川
以
北
十
郡
に
く
ら
ぺ
て
郡
の
規
模
が
相
対
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
黒
川
以
北
十
郡
が
小
規
模
な
の
は
、
こ
の
地
域
の
住
民
の
主
要
部
分
が
他
地
域
か
ら
の
移
民
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
譜
第
郡
領
家
が
未
成
熟
な
う
え
、
環
夷
と
境
を
接
し
た
辺
境
の
地
域
で
あ
る
た
め
に
、
通
常
の
規
模
の
郡
域
で
は
安
定
的
な
公
民
支
配
が
実
現
し
が
た
い
た
め
に
と
ら
れ
た
方
策
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
「統
領
之
人
」
た
る
郡
司
に
よ
る
非
蝦
実
系
住
民
の
支
配
が
基
本
で
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
こ
の
地
域
に
複
数
お
か
れ
た
城
一研
が
蝦
夷
系
住
民
を
も
含
め
た
地
域
全
体
の
支
配
に
あ
た
る
と
い
う
体
制
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（拙
稿
、
前
掲
「近
実
郡
と
城
棚
支
配
」）
。
す
な
わ
ち
黒
川
以
北
十
郡
の
公
民
支
配
に
お
い
て
は
、
小
規
模
に
設
定
さ
れ
た
郡
の
支
配
力
が
基
本
で
あ
り
、
城
;a-
は
そ
れ
を
補
完
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
移
民
を
主
体
と
し
た
郡
に
お
い
て
公
民
支
配
を
安
定
的
に
お
こ
な
う
の
に
も
っ
と
も
適
し
た
形
態
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
桃
生
・
栗
原
以
北
の
奥
郡
の
規
模
が
や
や
大
き
く
、
と
く
に
桃
生
・
栗
原
の
両
郡
で
は
一
郡
1l
一
城
概
の
体
制
を
と
っ
た
の
は
、
こ
の
地
域
の
安
定
的
な
支
配
と
移
民
の
定
着
が
困
難
で
、
郡
を
主
体
と
し
た
公
民
支
配
の
樹
立
が
難
し
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
小
規
模
郡
を
基
礎
と
し
た
支
配
体
制
の
形
成
が
困
難
で
、
城
-a
主
体
の
在
地
支
配
に
よ
っ
て
移
民
の
定
着
を
は
か
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
（6
）
れ
る
。
以
上
、
栗
原
・
桃
生
以
北
の
奥
郡
で
は
公
民
制
が
十
分
に
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
点
か
ら
み
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
前
節
で
み
た
棚
戸
の
変
質
、
移
民
政
策
の
行
き
づ
ま
り
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
恒
武
朝
末
年
に
お
け
る
征
夷
中
止
の
決
定
と
、
そ
の
後
の
蝦
夷
政
策
の
根
本
的
な
転
換
の
歴
史
的
前
提
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
11
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一
爲
と
-la
実
支
配
の
変
質
平
安
初
期
に
お
け
る
征
夷
の
終
一持
と
-la
夷
支
配
の
変
質
3
、
三
十
八
年
戦
争
と
出
羽
国
山
北
地
方
三
十
八
年
戦
争
の
主
戦
場
は
北
上
川
中
流
域
を
中
心
と
し
た
陸
奥
国
の
奥
郡
一
帯
で
あ
っ
た
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
戦
線
は
ま
も
な
く
出
羽
国
に
ま
で
広
が
り
、
と
く
に
雄
勝
城
を
中
心
と
し
た
山
北
地
方
で
は
混
乱
が
続
い
て
、
陸
奥
国
の
奥
郡
と
同
じ
よ
う
な
状
況
が
現
出
す
る
。
す
な
わ
ち
「続
日
本
紀
」
延
暦
二
年
（七
八
三
）
六
月
丙
午
朔
条
に
「出
羽
国
言
、
宝
亀
十
一
年
、
雄
勝
・
平
鹿
二
郡
百
姓
、
為
レ
賊
所
レ
略
、
各
失
=
本
業
:
彫
弊
殊
甚
。
更
建
=
郡
府
:
招
=
集
散［
一一一、
雖
レ
給
=
口
田
:
未
レ
得
=
休
息
一。
因
レ
茲
、
不
レ
堪
レ
備
=
進
調
庸
一。
望
請
、
蒙
=
給
優
復
:
将
レ
息
=
弊
民
一。
勅
給
=
復
三
年
一
」と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
「百
姓
」す
な
わ
ち
移
民
系
の
住
民
が
、
「賊
」す
な
わ
ち
蟻
夷
の
略
奪
を
受
け
て
他
地
域
に
逃
走
し
た
た
め
に
、
郡
の
支
配
秩
序
が
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
回
復
の
た
め
に
「郡
府
」
の
再
建
、
散
民
の
招
集
や
給
復
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
山
北
地
方
は
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
不
安
定
な
状
態
が
続
い
て
お
り
、そ
の
点
で
北
上
川
中
流
域
と
類
似
し
た
性
格
を
有
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
東
北
地
方
北
部
の
有
力
な
支
配
者
と
な
る
安
倍
・
清
原
両
氏
が
い
ず
れ
も
こ
の
両
地
域
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
想
起
す
る
と
、
そ
の
前
段
階
に
お
け
る
両
地
域
の
性
格
に
類
似
し
た
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
が
た
く
、
両
氏
の
台
頭
の
原
因
を
さ
ぐ
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
、
:E
武
朝
末
年
に
お
け
る
征
実
の
中
止
と
!a
実
支
配
方
式
の
転
換
1
、
德
政
相
論
後
の
政
策
転
換
延
暦
二
十
年
（八
〇
一
）
、
坂
上
田
村
麻
呂
を
征
夷
大
将
軍
と
す
る
征
討
軍
が
よ
う
や
く
胆
沢
の
環
夷
の
制
圧
に
成
功
す
る
。っ
い
で
胆
沢
・
志
波
の
両
城
が
築
か
れ
て
北
上
川
中
流
域
の
支
配
体
制
が
と
と
の
う
か
に
み
え
た
が
、
そ
の
直
後
の
延
暦
二
十
四
年
（八
〇
五
）
十
二
月
に
藤
原
緒
嗣
と
管
野
真
道
の
間
で
徳
政
の
相
論
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
桓
武
が
軍
事
（:=
征
実
）
と
造
作
（l1
造
都
）
の
中
止
を
決
意
し
た
理
由
は
、
結
嗣
が
「方
今
天
下
所
レ
苦
、
軍
事
与
=
造
作
一
也
」
と
端
的
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
大
国
家
事
業
に
よ
る
諸
国
の
民
衆
の
疲
弊
の
た
め
で
あ
っ
た
。
田
村
麻
呂
が
副
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
延
暦
十
三
年
（七
九
四
）
次
の
征
討
も
、
ま
た
っ
づ
く
延
暦
二
十
年
次
の
征
討
も
、
事
前
に
三
年
余
に
わ
た
っ
て
入
念
な
準
備
が
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
で
、
膨
大
な
物
資
と
兵
員
（十
三
年
次
1
一
〇
万
、
二
十
年
次
1
四
万
）
が
投
入
さ
れ
た
。
こ
れ
が
諸
国
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
胆
沢
地
域
の
蝦
夷
の
制
圧
に
は
、
実
に
多
大
な
犠
性
が
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
徳
政
相
論
は
中
央
政
府
の
蝦
夷
政
策
の
重
大
な
転
機
と
な
っ
た
。
軍
事
と
造
作
の
中
止
を
主
張
し
た
緒
爾
自
身
、
大
同
三
年
（八
〇
八
）
に
東
山
道
観
察
使
兼
陸
奥
出
羽
按
察
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
一
年
半
の
任
期
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
民
生
安
定
策
を
講
じ
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
が
、
徳
政
相
論
の
意
義
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
近
年
、
阿
部
義
平
氏
に
よ
っ
て
光
が
あ
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
中
央
政
府
の
蝦
夷
政
策
全
般
に
わ
た
り
き
わ
め
て
重
大
な
転
換
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
（阿
部
義
平
・
永
i9
正
春
「徳
丹
城
と
そ
の
施
和
瓦
に
つ
い
て
」「国
立
歴
史
民
族
博
物
館
研
究
報
告
」
六
一
九
八
五
年
）
。
徳
政
相
論
の
直
前
の
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
に
築
か
れ
た
志
波
城
は
、
12
陸
奥
国
で
最
大
級
の
城
で
あ
り
、
一
辺
八
四
六
-
の
外
郭
の
規
模
は
多
資
城
に
匹
敲
し
、
一
五
〇
-
四
方
の
政
庁
に
い
た
っ
て
は
多
資
城
を
も
し
の
ぐ
、
東
北
最
大
の
規
模
を
有
す
る
。
胆
沢
城
と
比
較
し
て
も
、
全
体
面
積
で
一
・
五
倍
ほ
ど
、
政
庁
は
二
倍
に
近
い
（図
1
）
。
し
か
も
胆
沢
城
の
場
合
と
同
様
に
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
造
志
波
城
に
任
ぜ
ら
れ
て
都
か
ら
下
り
、
そ
の
造
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
志
波
城
は
、
造
営
の
時
点
に
お
い
て
は
む
し
ろ
胆
沢
城
を
し
の
ぐ
重
要
性
を
も
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
北
方
の
未
服
外
郭
の
規
模
（一町
=
約
一
〇
八
メ
l
ト
ル
）
の
蝦
実
を
支
配
す
る
拠
点
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（阿
部
氏
、
前
掲
「徳
丹
城
と
そ
の
施
釉
瓦
に
つ
い
て
」）
。
と
す
れ
ば
、
志
波
城
造
営
の
時
点
で
は
、
中
央
政
府
は
か
な
り
被
極
的
な
蝦
実
政
策
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
志
波
城
は
、
弘
仁
二
年
（八
一
一
）
の
文
室
綿
麻
呂
を
征
実
将
軍
と
す
る
征
討
が
成
果
を
ぉ
さ
め
た
直
後
、
に
わ
か
に
綿
麻
昌
の
要
請
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
水
害
に
あ
う
こ
と
を
理
由
に
便
地
に
遷
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
志
波
城
の
政
庁
の
規
模
（一
〇
〇
［ l-
'
=
約
三
〇
メ
l
ト
ル
）
図1 志波城と他の主要城細との規複の比較
「志波城, (盛岡市文化財シリーズ第9集) よ り
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平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一一一と
最
実
支
配
の
変
一質
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一持
と
最
実
支
配
の
変
質
後
身
と
し
て
翌
弘
仁
三
年
三
月
ご
ろ
に
建
造
さ
れ
た
の
が
徳
丹
城
で
あ
っ
4u
）
と
こ
ろ
が
こ
の
徳
丹
城
は
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
を
通
じ
て
最
小
規
模
の
城
細
で
あ
り
、
し
か
も
外
郭
施
設
は
、
志
波
城
が
築
地
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
よ
り
簡
便
な
材
木
列
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
造
営
期
間
も
三
カ
月
程
度
と
短
期
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
徳
丹
城
は
志
波
城
の
後
身
と
し
て
造
営
さ
れ
な
が
ら
、
規
模
お
よ
び
施
設
の
結
構
が
い
ち
じ
る
し
く
縮
小
・
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
こ
れ
は
、か
つ
て
八
木
光
則
氏
が
間
題
提
起
し
た
よ
う
に
、
志
波
城
建
置
か
ら
徳
丹
城
建
置
の
わ
ず
か
一
〇
年
た
ら
ず
の
間
に
、「大
き
な
政
治
的
変
革
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
（盛
岡
市
教
育
委
員
会
「志
波
城
跡
I
」IV
志
波
城
跡
を
め
ぐ
る
諸
間
題
〈
八
木
光
則
執
筆
〉
一
九
八
一
年
）
。そ
し
て
こ
の
急
激
な
政
策
転
換
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
阿
部
氏
の
指
摘
の
通
り
、
延
暦
二
十
四
年
の
徳
政
相
論
以
外
に
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
徳
政
相
論
に
と
も
な
う
征
夷
中
止
の
決
定
は
、
た
だ
ち
に
中
央
政
府
の
東
北
政
策
に
多
方
面
に
わ
た
っ
て
重
大
な
変
更
を
も
た
ら
し
た
。
恒
武
朝
の
武
力
討
伐
策
は
全
面
的
に
改
め
ら
れ
て
、
収
拾
策
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
志
波
城
の
廃
止
と
徳
丹
城
へ
の
移
転
は
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
志
波
城
の
移
転
は
、
正
史
の
述
ぺ
る
ご
と
く
水
害
に
遭
い
や
す
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
理
解
し
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、
阿
部
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
徳
丹
城
は
南
に
後
退
し
た
地
域
に
格
段
に
規
模
を
縮
小
し
て
建
て
ら
れ
て
ぉ
り
、
し
か
も
こ
の
移
転
事
業
は
、
兵
力
の
大
幅
削
減
お
よ
び
そ
の
再
配
置
と
併
行
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
流
）
（阿
部
氏
、
前
掲
「徳
丹
城
と
そ
の
施
釉
瓦
」）
。
す
な
わ
ち
弘
仁
二
年
の
征
夷
の
終
結
を
機
に
、
最
北
の
志
波
城
を
最
重
要
拠
点
と
し
た
、
さ
ら
な
る
北
進
策
は
放
棄
さ
れ
、
胆
沢
城
を
中
心
と
し
て
北
上
川
中
流
域
の
支
配
体
制
を
確
立
し
、
恒
武
朝
の
征
夷
の
成
果
を
確
保
す
る
こ
と
に
類
夷
政
策
の
重
点
が
移
る
の
で
あ
る
。
徳
政
相
論
の
後
に
実
施
さ
れ
た
弘
仁
二
年
の
征
実
自
体
、
恒
武
朝
の
征
実
と
は
性
格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
と
き
の
征
討
軍
は
東
国
の
兵
力
に
ま
っ
た
く
依
存
せ
ず
、
陸
奥
出
羽
の
二
万
余
の
兵
力
の
み
で
お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も
実
際
に
爾
産
体
・
幣
伊
両
村
の
蝦
実
を
攻
準
し
た
主
力
は
陸
奥
出
羽
両
国
の
俘
軍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
東
国
が
た
び
重
な
る
征
討
や
鎖
兵
役
で
疲
弊
し
て
い
た
こ
と
（鈴
木
氏
、
前
掲
「古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」）
に
加
え
て
、
陸
奥
出
羽
両
国
の
公
民
の
負
担
も
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
配
慮
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
「日
本
後
紀
」
弘
仁
二
年
十
二
月
甲
一一条に
よ
れ
ば
、
「陸
奥
国
の
銀
夷
等
、
代
を
歴
、
時
を
渉
り
て
、
辺
境
を
侵
し
乱
り
、
百
姓
を
。競
。'-聯
し
ぬ
。是
を
以
て
掛
け
ま
く
も
長
き
柏
原
朝
廷
の
御
時
に
、故
従
三
位
大
伴
宿
祢
弟
麻
呂
を
遺
り
て
、
'
．
-
・一10
-
:
-
，
伐
平
し
め
給
ひ
き
。
而
る
に
余
鐵
猶
遭
り
て
、
鎮
守
未
だ
息
ま
ず
。
又
故
大
納
言
坂
上
大
宿
称
田
村
麻
呂
等
を
遺
り
て
、
伐
平
し
め
給
ふ
に
、
違
く
開
伊
村
を
極
め
て
、
略
ほ
か
た
掃
ひ
除
き
て
し
か
ど
も
、
山
谷
に
逃
げ
隠
れ
て
、
尽
、肺
り
l-
ろ
て
究
珍
ぼ
す
こ
と
得
ず
な
り
に
た
り
。 :
班
に
因
り
て
正
四
位
上
文
室
朝
臣
綿
麻
呂
等
を
遺
り
て
、其
の
覆
へ
傾
け
る
勢
に
乗
り
て
伐
平
け
掃
ひ
治
め
し
む
る
に
、
14
副
将
軍
等
、各
お
あ
・一一一一一・一o・
」・
」-
の
同
心
し
力
を
動
は
せ
て
、殉
心
を
忘
れ
以
て
身
命
を
惜
し
ま
ず
、
期
し
み
仕
へ
奉
り
、
離
く
遠
く
灘
り
伐
ち
、
整
応
を
破
り
覇
一し
て
、
遂
に
其
の
種
族
を
絶
て
、
復
た
一
二
の
通
り
も
無
く
、
辺
戎
を
解
舒
き
、か様
は
離
こ
〇
〇
と
を
も
停
廃
つ
」（原
宣
命
体
）
と
あ
り
、
政
府
の
認
識
と
し
て
は
、
綿
麻
呂
の
征
夷
は
田
村
麻
呂
の
征
実
の
際
の
残
党
を
掃
討
す
る
こ
と
が
日
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
史
上
最
後
の
征
討
軍
と
な
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
綿
麻
呂
の
征
実
は
″征
夷
終
結
の
た
め
の
征
夷
〟
と
い
う
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
以
上
、
主
と
し
て
阿
部
氏
の
研
究
に
よ
り
な
が
ら
、
桓
武
朝
末
年
の
徳
政
相
論
の
の
ち
、
弘
仁
年
間
に
か
け
て
急
速
に
そ
れ
ま
で
の
積
極
的
な
蟻
夷
政
策
の
転
換
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
を
み
た
が
、
こ
の
と
き
の
蝦
夷
対
策
の
変
更
は
さ
ら
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
弘
仁
二
年
の
征
討
は
史
上
最
後
の
も
の
に
な
っ
た
が
、
翌
三
年
の
徳
丹
城
の
造
営
も
前
線
の
新
た
な
城
棚
と
し
て
は
最
後
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
に
ふ
れ
た
弘
仁
二
年
次
に
引
き
続
い
て
、
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
に
も
陸
奥
国
の
軍
制
が
大
幅
に
改
革
さ
れ
通
）
。
こ
の
と
き
の
改
革
で
重
要
な
の
は
、 :
鎮
兵
制
が
全
廃
さ
れ
、
代
わ
っ
て
健
士
制
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
東
国
か
ら
の
鎮
兵
の
派
遺
は
お
そ
ら
く
大
同
年
間
に
停
止
さ
れ
た
と
み
ら
れ
（鈴
木
氏
、
前
掲
「古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」）
、
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
陸
奥
国
か
ら
鎮
兵
を
徴
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
長
上
兵
で
あ
る
鎮
兵
制
自
体
の
廃
止
が
断
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
実
施
さ
れ
た
束
国
鎮
兵
制
の
廃
止
は
、
弘
仁
二
年
の
征
夷
が
陸
奥
出
羽
の
み
の
兵
力
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
、
両
者
相
ま
っ
て
兵
力
の
東
国
へ
の
依
存
を
完
全
に
（l0
）
払
拭
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
鎮
兵
制
の
全
廃
は
、
弘
仁
二
年
の
征
夷
終
結
の
折
に
も
急
務
で
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
、
諸
般
の
事
情
か
ら
た
だ
ち
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
こ
こ
に
至
つ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
定
め
た
「類
聚
三
代
格
」
弘
仁
六
年
（八
一
五
）
八
月
二
十
三
日
官
符
に
よ
れ
ば
、
長
上
兵
で
あ
る
鎖
兵
の
負
担
が
過
重
な
た
め
人
び
と
が
疲
弊
し
て
、
こ
の
こ
ろ
に
は
そ
の
存
続
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
勲
位
者
か
ら
な
る
番
上
兵
で
あ
る
健
士
制
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
鎖
兵
制
の
全
廃
は
、
陸
奥
国
の
兵
力
の
大
幅
削
減
に
ほ
か
な
ら
ず
、
弘
仁
元
年
の
時
点
で
の
鎖
兵
三
八
〇
〇
人
・
軍
団
兵
士
四
団
四
〇
〇
〇
人
（一
番
八
〇
〇
人
と
仮
定
）
と
、
弘
仁
六
年
以
降
の
健
士
二
〇
〇
〇
人
（一
番
五
〇
〇
人
）・
軍
団
兵
士
一
番
一
〇
〇
〇
人
（総
数
は
六
団
六
〇
〇
〇
人
か
ら
の
ち
に
七
団
八
〇
〇
〇
人
ま
で
增
加
す
る
が
、一
番
あ
た
り
の
兵
士
数
に
は
変
化
が
な
い
）
を
く
ら
べ
る
と
、
実
質
兵
力
は
前
者
の
四
六
〇
〇
人
に
対
し
て
後
者
が
一
五
〇
〇
人
で
、い
っ
き
ょ
に
三
分
の
一
に
兵
力
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。以
後
、
陸
奥
国
は
こ
の
兵
力
で
城
粉
の
防
備
や
蝦
夷
支
配
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
兵
制
の
大
幅
な
改
革
と
と
も
に
重
要
な
の
は
、
こ
の
時
期
に
七
世
紀
後
半
以
来
続
け
ら
れ
て
き
た
国
家
主
導
に
よ
る
城
概
設
置
地
域
へ
の
移
民
政
策
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
存
の
史
料
で
は
、
延
暦
二
十
一
年
（八
〇
二
）
正
月
に
験
河
・
甲
斐
・
相
模
・
武
蔵
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
信
濃
・
上
野
・
下
野
等
の
諸
国
の
浪
人
四
〇
〇
〇
人
を
陸
奥
国
胆
沢
城
に
移
配
し
た
と
い
う
記
事
（「日
本
紀
略
」同
年
正
月
戊
辰
条
）
が
、
束
国
か
ら
の
移
民
の
最
後
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
正
史
で
あ
る
「日
本
後
紀
」
の
欠
失
部
分
が
多
く
、
こ
れ
が
実
際
に
最
後
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
確
定
し
が
た
い
が
、
先
に
み
た
大
同
年
間
の
東
国
鎖
兵
制
の
廃
止
や
弘
仁
二
年
の
征
討
軍
の
兵
力
が
陸
奥
出
羽
両
国
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
東
国
等
か
ら
の
城
棚
設
置
地
域
へ
の
移
民
政
策
も
徳
政
相
論
に
相
前
後
し
て
停
止
さ
れ
た
と
み
て
誤
り
な
い
で
あ
l 5
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一持
と
最
実
支
配
の
変
-lt
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
-l5
と
環
-l
支
配
の
変
質
ろ
う
。
常
備
軍
・
征
討
軍
に
お
け
る
束
国
へ
の
依
存
の
完
全
な
停
止
と
並
ん
で
、
移
民
政
策
が
中
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
蝦
夷
政
策
の
根
幹
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
も
そ
も
蝦
夷
支
配
の
拠
点
で
あ
る
城
細
は
当
初
か
ら
一
定
数
の
住
民
を
付
属
し
た
施
設
と
し
て
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
付
属
住
民
は
非
類
夷
系
住
民
（八
世
紀
中
葉
以
前
は
原
則
と
し
て
「棚
一尸
」
と
呼
ば
れ
た
）
と
蝦
実
系
住
民
（概
養
蝦
実
・
俘
囚
・
夷
俘
な
ど
と
呼
ば
れ
た
）
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
な
か
で
も
国
家
的
施
策
に
よ
っ
て
城
-a
設
置
地
域
に
移
配
・
定
着
さ
せ
ら
れ
た
非
蝦
夷
系
住
民
は
城
概
支
配
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
た
。
彼
ら
を
主
体
と
し
て
近
夷
郡
が
編
成
さ
れ
、
こ
の
近
夷
郡
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
城
秘
支
配
の
人
的
・
物
的
基
礎
を
構
成
し
て
ぉ
り
（拙
稿
、
前
掲
「近
実
郡
と
城
E
支
配
」）
、そ
の
不
足
分
を
陸
奥
国
中
南
部
の
諸
郡
か
ら
の
軍
団
兵
や
租
税
の
徴
発
、
さ
ら
に
は
:
鎮
兵
や
征
討
軍
の
東
国
か
ら
の
徴
発
、
あ
る
い
は
臨
時
の
東
国
等
か
ら
の
軍
根
の
輸
送
な
ど
に
よ
っ
て
補
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。八
世
紀
後
半
以
降
、
あ
ら
た
に
律
令
国
家
の
領
域
に
取
り
込
ま
れ
た
地
域
へ
の
移
民
の
定
着
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
く
り
返
し
移
民
が
送
ら
れ
た
の
も
そ
の
重
要
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
こ
に
東
国
へ
の
依
存
を
断
念
す
る
諸
施
策
と
並
ん
で
城
棚
設
置
地
域
へ
の
移
民
が
中
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
中
央
政
府
が
こ
れ
ま
で
の
蝦
夷
支
配
方
式
の
根
幹
を
変
更
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
（lO
it
）
と
い
っ
て
過
言
で
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
徳
政
相
論
に
と
も
な
う
征
夷
中
止
の
決
定
は
、
た
だ
ち
に
中
央
政
府
の
蝦
夷
政
策
全
般
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
決
定
を
境
に
、
陸
奥
出
羽
両
国
は
疲
弊
し
た
東
国
か
ら
軍
事
的
・
経
済
的
援
助
を
期
待
す
る
こ
と
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
ま
た
負
担
の
重
い
長
上
兵
士
役
で
あ
る
鎮
兵
制
や
人
々
の
忌
避
す
る
奥
郡
へ
の
移
民
政
策
を
継
続
す
る
こ
と
も
困
難
と
な
る
。
こ
れ
以
降
の
陸
奥
出
羽
両
国
に
よ
る
蝦
夷
支
配
は
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
制
約
の
も
と
に
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
束
北
古
代
史
上
、
き
わ
め
て
重
大
な
政
策
転
換
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
点
の
認
識
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
2
、
征
実
終
一高
後
の
環
実
支
配
方
式
の
変
質
も
と
も
と
陸
奥
出
羽
両
国
の
北
辺
の
地
域
に
は
、
移
民
系
住
民
を
主
体
と
す
る
近
実
郡
と
最
夷
系
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
般
一
夷
郡
の
二
類
型
の
郡
が
存
在
し
た
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
郡
は
、
八
世
紀
代
に
は
裁
然
と
区
別
さ
れ
、
移
民
系
と
一環
一B一系
の
住
民
は
異
な
っ
た
方
式
に
よ
っ
て
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
黒
川
以
北
十
郡
に
代
表
さ
れ
る
近
夷
郡
で
は
郡
司
・
軍
毅
・
里
長
な
ど
の
支
配
機
構
の
人
員
は
す
べ
て
移
民
系
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
も
と
で
移
民
系
住
民
は
口
分
田
を
班
給
さ
れ
る
代
わ
り
に
租
府
調
や
兵
役
な
ど
の
律
令
的
な
成
課
を
課
さ
れ
て
い
た
（た
だ
し
調
府
な
ど
の
課
役
は
状
況
に
応
じ
て
免
除
さ
れ
た
）
。も
ち
ろ
ん
近
夷
郡
に
は
、こ
の
地
域
の
も
と
も
と
の
住
民
を
は
じ
め
と
し
て
蝦
夷
系
の
住
民
も
多
数
居
住
し
て
い
た
が
、
か
れ
ら
は
身
分
的
に
は
俘
囚
・
銀
夷
と
さ
れ
て
城
棚
に
直
属
し
、
郡
の
支
配
機
構
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
。
か
れ
ら
に
は
律
令
的
な
賦
課
が
免
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
俘
軍
や
城
棚
の
造
営
な
ど
の
成
課
が
あ
り
、
中
央
政
府
の
征
実
に
加
担
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
と
別
に
、
た
と
え
ば
違
田
郡
の
よ
う
に
類
実
系
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
類
夷
郡
が
あ
り
、
そ
の
地
域
の
蝦
夷
の
族
長
が
郡
領
に
任
命
さ
れ
た
。
蝦
実
郡
で
16
は
律
令
的
賦
課
は
一
切
免
除
さ
れ
た
が
、
近
夷
郡
の
類
夷
系
住
民
と
同
様
に
、
俘
軍
や
城
秘
の
造
営
な
ど
、
最
夷
支
配
に
関
連
す
る
賦
課
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
律
令
制
下
で
は
、
本
来
、
近
夷
郡
と
環
夷
郡
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
ま
た
こ
の
地
域
に
住
む
移
民
系
住
民
と
蝦
夷
系
住
民
も
異
な
っ
た
支
配
方
式
に
よ
っ
て
支
配
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
（拙
稿
、
前
掲
「近
夷
郡
と
城
一研
支
配
」）
。
こ
の
よ
う
な
律
令
制
下
の
支
配
方
式
は
八
世
紀
の
末
葉
ご
ろ
か
ら
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
征
夷
の
終
一一一以
降
は
そ
れ
が
さ
ら
に
頭
著
に
な
り
、
両
者
の
区
分
が
し
だ
い
に
暖
味
に
な
っ
て
ゆ
く
。
延
暦
九
年
（七
九
〇
）
五
月
、
違
田
郡
領
の
違
田
公
押
人
が
「田
夷
の
姓
」
で
あ
る
「違
田
公
」
の
姓
を
、恥
じ
き
ら
っ
て
「違
田
臣
」
の
姓
を
請
い
、
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
の
変
化
の
嚆
矢
と
み
ら
れ
る
点
で
重
要
な
改
賜
姓
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
和
銅
三
年
（七
一
〇
）
に
陸
奥
蝦
夷
に
君
姓
を
賜
与
し
て
編
戸
の
民
と
し
た
（「続
日
本
紀
」
同
年
四
月
辛
丑
条
）
の
が
蝦
実
に
対
す
る
君
姓
賜
与
の
初
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
史
料
に
み
え
る
蟻
実
の
族
長
の
カ
バ
ネ
は
例
外
な
く
君
（天
平
宝
字
三
年
（七
五
九
）
十
月
以
降
は
「公
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
和
銅
三
年
に
律
令
国
家
か
ら
類
夷
の
族
長
へ
与
え
ら
れ
る
カ
バ
ネ
は
原
則
と
し
て
君
（公
）
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
君
（公
）
姓
を
「田
夷
の
姓
」
と
し
、
差
別
視
す
る
よ
う
な
社
会
通
念
が
し
だ
い
に
醸
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
違
田
君
（公
）
一
族
は
天
平
年
間
ま
で
に
は
律
令
国
家
に
服
属
し
て
遠
田
郡
の
郡
領
に
任
じ
ら
れ
、
中
央
政
府
の
蝦
夷
政
策
に
積
極
的
に
協
力
し
て
き
た
特
色
あ
る
一
族
で
あ
る
。
賜
姓
の
翌
年
の
延
暦
十
年
に
は
同
じ
違
田
臣
押
人
が
外
従
五
位
下
の
位
階
を
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
押
人
へ
の
陽
姓
・
叙
位
は
そ
の
よ
う
な
一
族
の
来
歴
に
加
え
て
、
お
そ
ら
く
延
暦
八
年
次
の
征
夷
に
お
け
る
押
人
個
人
の
功
額
を
賞
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
特
例
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
征
夷
中
止
決
定
後
の
弘
仁
三
年
（八
一
二
）
に
は
出
羽
国
の
田
夷
置
井
出
公
告
麻
呂
ら
に
上
毛
野
緑
野
直
の
姓
を
賜
与
し
（「日
本
後
紀
」
同
年
四
月
庚
子
条
）
、
ま
た
違
田
郡
の
竹
城
公
金
弓
ら
三
九
六
人
の
「田
夷
の
姓
」
を
改
め
て
臣
姓
や
連
姓
を
賜
与
し
て
公
民
と
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
（同
書
同
年
九
月
戊
午
条
）、
弘
仁
六
年
に
も
違
田
郡
の
人
び
と
に
同
様
の
こ
と
が
あ
り
（同
書
同
年
三
月
丁
酉
条
）
、
く
だ
っ
て
承
和
二
年
（八
三
五
）
に
は
俘
囚
吉
弥
候
字
加
奴
ら
三
人
に
物
部
斯
波
連
の
陽
姓
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
「続
日
本
後
紀
」
同
年
二
月
己
卯
条
）
。
こ
の
よ
う
に
征
実
の
終
一
焉
を
境
に
し
て
、
類
夷
の
族
長
に
君
（公
）
以
外
の
カ
バ
ネ
を
賜
与
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
世
紀
代
の
環
実
系
と
非
蝦
夷
系
と
を
身
分
的
に
裁
然
と
区
別
し
て
支
配
す
る
政
策
が
、
や
は
り
征
夷
の
終
一篇
を
境
と
し
て
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
征
夷
の
終
一一一を境
と
し
て
、
従
来
の
「民
」「実
」二
系
列
の
支
配
方
式
が
明
確
に
転
換
す
る
も
の
に
賑
給
が
あ
る
。俘
囚
へ
の
限
給
は
、「日
本
後
紀
」
弘
仁
四
年
（八
一
三
）
二
月
戊
申
条
に
「制
、
損
稼
之
年
、
土
民
・
俘
囚
、
成
被
二
其
災
一。
而
賑
給
之
日
、
不
レ
及
=
俘
囚
1
。
飢
一
題
之
苦
、
彼
此
応
レ
同
。
救
急
之
思
、
華
蛮
何
限
。
自
今
以
後
、
宣
下
准
=
平
民
、一
預
中
賑
給
例
上
但
勲
位
・
村
長
及
給
根
之
類
、
不
レ
在
=
此
限
一
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
「限
給
之
日
、
不
レ
及
=
俘
囚
一
」
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「俘
囚
と
蝦
実
は
、
賤
民
と
同
様
に
、
本
来
は
限
給
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」（
宮
原
武
夫
「律
令
国
家
と
辺
要
」
田
名
網
宏
編
「古
代
国
家
の
支
配
と
構
造
」
東
京
堂
出
版
一
l 7
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
-l5
と
-a
実
支
配
の
変
-lt
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不作の年に限結が停囚に及ばないのを不合理として、 停囚も限結の対象に加える。
大地aのあった出羽国の当年のa調を免じるとともに、民実の区別なく限結し、屋字を修
理させる。
第算してぃる出羽国の百姓・実停に展始する。
微一万石を陸奥国の停実に限結させる。
陸奧国で奧地の停囚人同士が投解し合う争乱が起こったが、 飢困がその原因になっている
というので、 民eを間わずa一万-科を限結する。
座奥国で大地国があったので、民真を間わず死者はすべて理器し、生存者には手厚く展n
を加える。
民真推居の地である山北の雄勝・平鹿・山本の三部では、不作がつづいて飢随の恐れがあ
り、民実和し難いので、民は一年を復し、 =1部の数停に不動教を支結する。
表3 1願真に対する限始一覧
九
八
六
年
）
。こ
の
あ
と
、環
夷
を
も
対
象
に
含
め
た
限
給
は
、
表
3
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。こ
の
「民
夷
」
を
間
わ
な
い
限
給
は
、
征
実
終
一精
以
降
の
奥
郡
の
不
構
な
状
況
と
密
接
に
結
び
付
い
て
行
わ
れ
、
重
要
な
政
治
的
意
義
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
稿
を
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
注
意
し
て
ぉ
き
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
征
実
終
將
直
後
に
開
始
さ
れ
る
、
従
来
の
「民
」
「夷
」分
割
支
配
の
原
則
を
放
棄
す
る
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
内
国
移
配
の
俘
囚
を
対
象
に
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
弘
仁
七
年
（八
一
六
）
十
月
に
は
同
化
の
進
ん
だ
夷
俘
に
は
口
分
田
を
授
け
、
六
年
以
上
経
つ
も
の
か
ら
順
次
田
租
を
徴
収
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
（「類
聚
国
史
」巻
一
九
〇
風
俗
部
俘
囚
同
年
十
月
辛
丑
条
）
。
こ
れ
ま
た
「民
」
「夷
」の
支
配
方
式
の
一
本
化
を
示
す
政
策
と
み
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
征
実
の
終
一一一を
境
と
し
て
、奥
郡
で
は
そ
れ
ま
で
の
「民
」「実
」
二
系
列
の
支
配
方
式
が
急
速
に
崩
れ
だ
し
、
支
配
体
制
の
一
本
化
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
大
局
的
に
み
る
と
、
辺
境
へ
の
移
民
政
策
が
行
き
づ
ま
り
、
さ
ら
に
は
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
移
民
系
住
民
を
基
礎
と
し
た
奥
郡
の
編
成
と
「民
」「夷
」分
割
支
配
の
方
式
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
以
後
、一最
実
系
住
民
の
存
在
は
政
治
的
に
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
き
、
や
が
て
か
れ
ら
を
基
盤
と
す
る
支
配
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
本
稿
で
は
平
安
初
期
に
律
令
国
家
の
征
実
を
終
一篇
へ
と
導
い
た
原
因
と
、
そ
の
征
夷
の
終
駕
が
以
後
の
蝦
夷
支
配
を
ど
の
よ
う
に
転
換
さ
せ
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
。
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
征
夷
の
終
一篇
は
、
律
令
国
家
が
八
世
紀
半
ば
以
降
と
っ
た
強
引
な
北
進
策
が
、
急
激
に
成
長
し
た
山
道
蝦
夷
を
中
心
と
す
る
蝦
夷
の
頑
強
な
抵
抗
に
あ
っ
て
挫
折
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
律
令
国
家
は
、
恒
武
朝
の
征
夷
に
よ
っ
て
、
胆
沢
地
域
の
制
圧
に
成
功
し
、
北
上
川
中
流
域
を
支
配
領
域
に
組
み
入
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
払
つ
た
代
償
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
東
国
諸
国
や
陸
奥
出
羽
両
国
は
疲
弊
が
甚
だ
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
恒
武
天
皇
は
、
つ
い
に
藤
原
結
嗣
の
意
見
を
受
け
入
れ
て
征
夷
の
中
止
を
決
断
す
る
。
そ
の
結
果
律
令
国
家
は
、
そ
れ
ま
で
の
蝦
夷
支
配
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
蝦
夷
と
境
を
接
18
す
る
地
域
へ
の
大
量
移
民
を
基
礎
と
し
た
城
細
支
配
を
放
棄
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
征
夷
の
終
一一一e
は
環
実
支
配
の
あ
り
方
に
根
本
的
な
変
更
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
新
た
な
間
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
従
来
の
、
国
家
が
城
細
設
置
地
域
に
組
織
的
な
移
民
を
ぉ
こ
な
い
、
そ
の
移
民
を
城
細
を
拠
点
と
し
た
環
実
支
配
の
基
礎
に
置
く
と
い
う
支
配
方
式
は
、
移
民
政
策
の
挫
折
に
よ
っ
て
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
新
し
く
支
配
領
域
に
組
み
入
れ
た
北
上
川
中
流
域
の
支
配
に
お
い
て
は
、
必
然
的
に
蝦
夷
系
豪
族
の
支
配
力
を
基
礎
と
し
た
支
配
体
制
の
基
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
三
十
八
年
戦
争
は
さ
ま
ざ
ま
な
後
通
症
を
各
地
に
残
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
な
か
で
も
主
戦
場
と
な
っ
た
奥
郡
で
は
、
以
後
、
九
世
紀
を
通
じ
て
不
一
穏
な
情
勢
が
続
き
、
「民
」
「実
」の
対
立
を
根
底
に
し
た
騒
乱
と
「民
」の
大
量
逃
亡
が
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。奥
郡
一
帯
に
不
安
定
な
状
況
が
つ
づ
く
な
か
で
、
し
だ
い
に
鎖
守
府
を
拠
点
と
し
っ
つ
も
、
蝦
実
系
豪
族
の
支
配
力
に
依
拠
し
た
新
た
な
環
・
実
支
配
の
体
制
が
模
索
さ
れ
て
い
っ
た
と
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
る
-a
実
系
豪
族
の
支
配
力
を
基
礎
と
し
た
鎖
守
府
支
配
の
体
制
こ
そ
が
、
道
-9
氏
に
代
表
さ
れ
る
非
蝦
夷
系
の
″征
夷
型〟
豪
族
の
急
速
な
没
落
を
ま
ね
く
一
方
で
、
奥
六
郡
と
い
う
広
域
の
支
配
領
域
と
安
倍
氏
と
い
う
俘
囚
出
身
の
鎖
守
府
在
庁
勢
力
の
台
頭
と
を
準
備
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
征
夷
終
一篇
後
の
奥
郡
の
情
勢
と
鎖
守
府
支
配
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
注
（l
）
天
平
九
年
（七
三
七
）
の
陸
奥
出
羽
連
絡
路
の
開
設
の
折
に
、
山
海
両
道
の
実
次
ら
の
動
播
を
-a
め
る
た
め
、田
実
違
田
郡
領
違
田
君
雄
人
を
海
道
に
、帰
服
の
狄
和
我
君
計
安
塁
を
山
道
に
派
遺
し
て
い
る
の
が
、
山
海
両
道
の
蝦
夷
が
並
ん
で
出
て
く
る
は
や
い
例
で
あ
り
、
山
道
-a
夷
の
初
見
史
料
で
も
あ
る
（こ
こ
で
和
我
君
が
山
道
に
派
遺
さ
れ
て
い
る
の
は
、
和
我
君
が
山
道
環
夷
の
一
員
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
山
道
に
は
、
こ
の
時
点
で
和
我
（
和
賀
）
地
域
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
）
。
海
道
銀
夷
の
初
見
は
神
a
元
年
（七
二
四
）
の
海
道
の
-a
夷
の
反
乱
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
山
道
・
海
道
と
い
う
呼
称
は
単
独
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
そ
の
多
く
は
-a
実
集
団
の
地
域
的
な
区
分
を
示
す
呼
称
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
て
、
山
道
環
夷
・
海
遭
類
夷
と
い
う
呼
称
は
、
陸
奥
国
北
辺
部
か
ら
さ
ら
に
北
方
の
内
陸
部
・
海
岸
部
方
面
に
の
び
て
い
た
交
通
路
に
基
づ
く
区
分
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
本
来
、
と
く
に
そ
の
交
通
路
を
通
つ
て
陸
奥
国
府
な
ど
に
朝
貢
し
て
く
る
蝦
夷
諸
集
団
を
、
律
令
国
家
側
が
こ
う
呼
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（2
）
拙
稿
、
前
掲
「近
夷
郡
と
城
-ta
支
配
」で
は
、
最
実
の
居
住
地
と
境
を
接
し
た
律
令
国
家
の
北
辺
の
郡
を
「類
聚
三
代
格
」弘
仁
五
年
三
月
二
十
九
日
官
符
所
引
の
天
平
七
年
五
月
二
十
一日
格
に
し
た
が
っ
て
「近
実
郡
」と
呼
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
今
泉
隆
雄
氏
か
ら
、
こ
れ
は
や
や
特
殊
な
用
語
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。本
稿
で
は
こ
の
教
示
に
し
た
が
っ
て
、
よ
り
一
般
的
と
思
わ
れ
る
「奥
郡
」
と
い
う
用
語
を
原
則
的
に
用
い
、
「移
民
を
主
体
と
す
る
郡
」と
い
う
意
味
を
明
示
し
た
い
と
き
に
限
つ
て
「近
実
郡
」を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
（3
）
こ
の
「出
羽
国
志
波
村
」と
い
う
記
破
に
っ
い
て
は
、
新
訂
增
補
国
史
大
系
本
の
頭
注
は
「恐
当
補
言
字
」と
し
、
ま
た
高
橋
富
雄
氏
は
「日
本
後
紀
」
延
暦
十
四
年
（七
九
五
）
十
一
月
丙
申
条
に
一初
海
国
使
が
標
着
し
た
地
点
と
し
て
み
え
る
「志
理
波
村
」の
誤
り
と
解
す
る
（「一環
実
」
一
一
四
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
六
三
年
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
底
本
に
な
い
字
を
補
つ
て
志
波
村
を
出
羽
国
と
す
る
不
都
合
を
回
選
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
根
拠
も
な
く
原
文
を
改
変
す
る
こ
と
は
選
け
る
べ
き
で
、
こ
の
記
事
は
原
文
の
ま
ま
で
十
分
に
解
釈
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
「類
聚
国
史
」
巻
一
九
〇
（
停
囚
）
延
居
十
一
年
（七
九
二
）
正
月
丙
實
条
に
よ
れ
ば
、
斯
波
村
の
夷
胆
沢
公
阿
奴
志
己
ら
が
陸
奥
国
に
願
い
出
て
言
う
に
は
、か
ね
て
か
ら
王
化
に
帰
し
た
い
と
願
つ
て
い
た
が
、伊
治
村
の
19
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
爾
'
と
一一表
支
配
の
変
質
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
一一一Sと環
-l
支
配
の
変
質
俘
等
の
妨
普
に
あ
っ
て
（
陸
奥
国
に
）
朝
貢
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
い
、
陸
奥
国
に
助
力
を
訴
え
て
い
る
。こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
志
波
村
の
鍛
夷
は
こ
の
と
き
ま
で
蝦
夷
集
団
相
互
の
対
立
な
ど
の
た
め
陸
奥
国
と
の
政
治
的
な
接
触
が
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
以
前
、
志
波
村
が
政
治
的
に
陸
奥
国
に
服
属
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
宝
亀
七
年
に
志
波
村
が
「出
羽
国
志
波
村
」と
記
さ
れ
た
理
由
の
一
半
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「出
羽
国
の
管
轄
下
に
あ
る
志
波
村
」の
意
味
と
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
こ
れ
以
前
に
志
波
村
の
蝦
夷
が
出
羽
国
に
来
貢
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
と
づ
い
て
志
波
村
は
八
世
紀
代
に
は
出
羽
国
の
管
一
輕
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぉ
同
様
の
例
と
し
て
「日
本
響
紀
」
持
統
天
皇
十
年
（
六
九
六
）
三
月
甲
寅
条
に
「越
度
-9
蝦
夷
」
と
あ
る
記
載
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
、
度
-la
（=
渡
1-la
）
の
鍜
夷
が
越
国
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ
る
（拙
稿
「阿
信
比
羅
夫
北
征
記
事
の
基
礎
的
考
察
」高
橋
富
雄
編
「東
北
古
代
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
一
九
八
六
年
）
。
（
4
）
延
暦
十
五
年
（七
九
六
）
に
九
〇
〇
〇
人
も
の
民
が
伊
治
城
に
移
配
さ
れ
て
い
る
（表
1
a5
））のは
、
伊
治
城
す
な
わ
ち
栗
原
郡
の
地
域
で
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
な
ぉ
移
民
の
定
着
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
5
）
宝
a
十
一
年
（七
八
〇
）
の
征
実
を
き
っ
か
け
に
坂
東
の
一一・団
兵
士
の
劣
弱
さ
が
露
呈
し
、
以
後
、
坂
東
の
軍
団
兵
士
は
征
討
軍
の
主
た
る
兵
力
の
供
給
源
で
は
な
く
な
り
、
散
位
子
・
郡
司
子
弟
・
浮
宕
な
ど
の
富
豪
層
に
兵
士
の
徴
発
対
象
を
移
し
て
い
く
が
（
吉
沢
幹
夫
「延
暦
十
一
年
の
諸
国
兵
士
の
停
廃
に
っ
い
て
」
「東
北
歴
史
資
料
館
研
究
紀
要
」
二
一
九
七
六
年
、
北
啓
太
「征
夷
軍
編
成
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
「書
陵
部
紀
要
」
三
九
一
九
八
七
年
）
、
こ
れ
ま
た
東
国
の
公
民
一
層
の
疲
弊
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
（
6
）
郡
に
よ
る
支
配
と
城
-ta
に
よ
る
支
配
の
も
っ
と
も
大
き
な
連
い
は
、
前
者
が
「統
領
之
人
」た
る
郡
司
の
人
格
的
な
支
配
を
基
本
と
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
城
司
た
る
国
司
と
兵
士
（ :
額
兵
・
軍
団
兵
）
が
常
駐
し
て
ぉ
り
（
今
泉
隆
雄
「古
代
東
北
城
棚
の
城
司
制
」
羽
下
徳
彦
編
「北
日
本
中
世
史
の
研
究
」
吉
川
弘
文
館
一
九
九
〇
年
）
、
］
車
事
支
配
体
制
下
に
お
け
る
城
司
の
直
轄
支
配
と
い
う
性
格
が
強
い
と
い
え
よ
う
。な
ぉ
、
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
に
富
田
郡
を
色
麻
郡
に
、
設
馬
郡
を
新
田
郡
に
、
登
米
郡
を
小
田
郡
に
併
合
し
て
い
る
が
（
「日
本
後
紀
」
同
年
三
月
辛
亥
条
）
、
こ
れ
は
従
来
の
黒
川
以
北
十
郡
に
お
け
る
小
規
模
郡
を
主
体
に
し
た
公
民
支
配
の
変
更
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
お
そ
ら
く
長
期
に
わ
た
る
戦
乱
状
態
の
中
で
従
来
の
小
規
棋
郡
の
支
配
力
が
低
下
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
郡
の
再
編
成
で
あ
ろ
う
。
（7
）
こ
の
徳
丹
城
の
造
営
時
期
に
っ
い
て
は
、
従
来
、
弘
仁
三
年
説
と
同
四
年
説
と
が
あ
っ
た
が
、
最
近
、
鈴
木
拓
也
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
弘
仁
三
年
三
月
中
に
は
完
成
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
（同
氏
、
前
掲
「古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」）
。
（
8
）
こ
の
と
き
:
製
兵
が
三
八
〇
〇
人
か
ら
一
〇
〇
〇
人
に
、
軍
団
兵
が
四
団
四
〇
〇
〇
人
か
ら
二
団
二
〇
〇
〇
人
へ
削
減
さ
れ
た
。そ
れ
ら
の
兵
力
の
う
ち
、
数
兵
は
五
〇
〇
人
ず
っ
が
胆
沢
城
・
徳
丹
城
に
配
備
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
兵
士
二
〇
〇
〇
人
は
多
賀
城
と
玉
造
塞
に
交
替
で
上
番
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
（鈴
木
氏
、
前
掲
「古
代
陸
奥
の
軍
制
」）
。
（9
）
軍
団
兵
士
が
二
団
二
〇
〇
〇
人
か
ら
六
団
六
〇
〇
〇
人
に
增
強
さ
れ
る
一
方
で
、
鎮
兵
一
〇
〇
〇
人
が
全
廃
さ
れ
、
か
わ
り
に
健
士
二
〇
〇
〇
人
が
置
か
れ
る
。
（
l0
）
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
多
賀
城
碑
で
多
賀
城
創
建
の
年
次
と
さ
れ
る
神
一m
P
元
年
（
七
二
四
）前
後
に
、
東
国
へ
の
依
存
を
最
小
限
に
し
て
陸
奥
一
国
で
平
時
の
一一取夷
支
配
の
遂
行
を
可
能
と
す
る
「神
一m
P
元
年
」体
制
が
形
成
さ
れ
る
が
（
拙
稿
「黒
川
以
北
十
郡
の
成
立
」
「東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
」二
一
一
九
八
九
年
）
、
そ
れ
以
後
も
常
備
軍
の
一
定
部
分
は
東
国
出
身
の
:
額
兵
で
構
成
さ
れ
て
い
た
し
、
天
平
宝
字
年
間
に
再
開
さ
れ
る
移
民
政
策
、
三
十
八
年
戦
争
勃
発
後
の
征
夷
軍
の
一
部
や
武
器
・
軍
一根
の
調
達
な
ど
、
律
令
国
家
の
蝦
実
支
配
の
一
定
部
分
が
東
国
の
人
的
・
物
的
資
源
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
【補
注
】
脱
稿
後
、
鈴
木
拓
也
「陸
奥
・
出
羽
の
公
出
挙
制
」
（
「川
内
古
代
史
論
集
」
六
一
九
九
二
年
）
に
接
し
た
。
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
征
英
終
焉
時
か
ら
延
喜
式
制
に
い
た
る
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
国
衙
財
政
の
変
遷
過
程
が
い
っ
そ
う
明
確
と
な
っ
た
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
と
く
に
重
要
な
の
は
、
3
征
夷
終
一篇
後
の
陸
奥
出
羽
の
国
衙
財
政
は
、
そ
れ
ま
で
も
っ
と
も
比
重
の
高
か
っ
た
軍
根
の
支
出
を
極
力
抑
え
る
こ
と
を
ほ
ぼ
一
-l「して
基
本
方
針
と
し
、
ま
た（2
）基本
的
に
は
他
国
の
財
政
的
援
助
を
受
け
ず
、
陸
奥
出
羽
両
国
の
み
で
必
要
経
費
が
ま
か
な
わ
れ
、
か
つ（3
）しだ
ぃ
に
正
税
よ
り
も
国
司
・:
額
官
等
の
得
分
と
な
る
公
廨
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。な
ぉ（2
）に関
し
て
は
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
以
降
、
陸
奥
出
羽
両
国
の
官
人
が
東
国
等
の
他
国
か
ら
公
廨
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
式
は
一
都
を
除
い
て
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
ま
で
に
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
東
国
等
へ
の
公
廨
の
依
存
は
、
三
十
八
年
戦
争
に
よ
っ
て
払
底
し
て
し
ま
っ
た
両
国
の
正
税
を
早
急
に
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
暫
定
的
措
置
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
征
夷
終
一一」一後
は
、
そ
れ
ま
で
巨
額
に
の
ぼ
っ
て
い
た
正
税
の
軍
根
へ
の
支
出
が
、
弘
20
仁
年
間
に
実
施
さ
れ
た
陸
奥
国
の
一
額
兵
の
全
廃
と
連
動
し
て
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
（た
だ
し
-9
兵
全
廃
後
も
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
置
か
れ
た
健
士
に
は
公
根
が
支
給
さ
れ
た
）と
と
も
に
、
技
弊
し
た
東
国
等
へ
の
経
済
的
な
依
存
も
で
き
る
だ
け
行
わ
な
い
方
針
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。し
か
も
官
人
の
得
分
を
最
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
征
実
の
重
要
性
が
低
下
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
、
陸
奥
出
羽
両
国
の
国
-lf
財
政
の
あ
り
方
に
も
征
実
の
終
露
を
境
と
し
て
根
本
的
と
も
い
う
べ
き
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
21
平
安
初
期
に
お
け
る
征
実
の
終
薄
と
-lu
究
支
配
の
変
質
